
資料 1 

新潟市の公民館について（令和３年度） 
 

 

□施設の状況 

 公民館数 ４３館   
  内訳 地区館２５館  

うち 中央館１館 人事，施設，予算等のとりまとめ → 中央 
        基幹公民館８館 区で１つ 公民館運営審議会をもつ 

→ 豊栄（北区），中（東区），中央（中央区），亀田（江南区）， 
新津（秋葉区），白根（南区），坂井輪（西区），巻（西蒲区） 

     分館 １８館 
 
□公民館職員数  

 職員１３５人 
（内訳 ： 正職員７６人  再任用職員１３人  会計年度任用職員４６人） 

 

□予算 

 歳入  ３４，４１６千円 
 歳出 ３１３，７１２千円 
     主要事業 家庭教育振興事業              ９，０７９千円 
           地域コミュニティ活動事業             ３６０千円 
           子ども生活体験・ボランティア活動推進事業   １，６２２千円 
 
□組織目標 

  市民の生涯にわたる学習活動を支援するために，あらゆる世代が主体的に

学習を進められる機会の充実に努めるとともに，現代的・社会的課題に対す

る市民の意識向上を図り，地域課題の解決と地域活動の活性化を支援しま

す。 
 
※参考 

 令和２年度実績 

事業 主催事業数           ４５４事業 
のべ参加者数    ９２，５８８人 

貸館 利用団体数     ３，０３９団体 
のべ利用者数   ３８４，３０７人 
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公民館の利用状況について 

（中央・鳥屋野・東地区・関屋分） 
（登録団体数） 

 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 
 定期 不定期 定期 不定期 定期 不定期 
中央 ２５６ １４６ ２７０ ２０２ ２８３ １９８ 
鳥屋野地区 ９７ １１１ ９９ １３２ １０３ １３３ 
東地区 ７９ ２８ ７９ ３７ ８３ ３８ 
関屋地区 ７５ ４５ ８０ ５３ ８６ ４８ 
合計 ８３７ ９５２ ９７２ 
前年⽐ △１１５ △２０ ＋１ 

 

 

（館ごとの稼働率） 

 令和 2 年度 令和元年度 平成３０年度 
中央 ４４．３ ５６．３ ５９．３ 
鳥屋野地区 ３５．５ ４８．１ ５０．９ 
東地区 ２４．０ ３１．１ ３０．８ 
関屋地区 ２５．８ ４０．５ ４２．０ 
４館平均（％） ３２．４ ４４．０ ４５．８ 
前年⽐ △１１．６ △１．８  

 

（サークル利用者数） 

 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 
中央 56,463 88,867 96,893 
鳥屋野地区 17,112 48,079 51,569 
東地区 21,122 32,295 34,285 
関屋地区 9,786 29,282 35,771 
合計 104,483 198,523 218,518 
前年⽐ △94,040 △19,995  

 

※昨年度は新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣⾔の発令に伴い、令和 2 年 4 ⽉ 23 ⽇か
ら 5 ⽉ 17 ⽇までの間、新潟市の公⺠館は全館臨時休館いたしました。再開後は、「新しい⽣活様
式に基づく新潟市社会教育施設等利⽤ガイドライン」に基づき、施設および利⽤者の双⽅が感染予
防対策を⾏いながら運営を⾏っています。 



令和３年度 新潟市公民館事業の基本方針 
 

 

１ はじめに 

新潟市教育委員会は令和２年３月、新潟市教育ビジョン第４期実施計画を策定しました。 

この計画では、学・社・民の融合による人づくり・地域づくり・学校づくりを通して、「これ

からの社会をたくましく生き抜く力」を育成することが、中心的な考え方として掲げられてい

ます。また「学校教育」、「生涯学習」、「教育行政」の各分野の施策が示され、「生涯学習」にお

いては、「絆づくりと活力あるコミュニティの形成」、「多様なニーズに応じた学習機会の充実」、

「生涯学習･社会教育の推進を支える基盤整備」の３つに取り組むことがうたわれています。 

今日の少子・超高齢化などによる人口構成の変化や人口減少、ICT の発展による高度情報社

会の到来、自然災害の多発、さらには地域コミュニティや人間関係の変化に伴い、これからの

社会では、地域課題の解決や地域活性化を推し進める人材の育成が重要になってきました。 

このような中で、公民館は、地域課題や社会の課題に向き合い、子どもから高齢者まで世代

に応じた学びの場を充実させ、その成果を地域で活かすとともに新たなつながりを広げること

によって、安心して暮らせる地域づくりを支えていきます。 

 

２ 基本方針 

（１）社会の変化や市民の多様なニーズに応じた学習機会の充実 

社会状況の激しい変化に対応できるように、子育てや家庭教育の支援、青少年の健全育

成や高齢者の学習機会の充実など、各世代の学びの場の提供と支援に努めます。 

（２）学・社・民の融合による地域の教育力の向上 

学校、家庭、地域そして公民館等の社会教育施設が連携・協力しながら、地域社会全体

の教育力の向上に努めます。 

（３）自信をもって自己実現していける市民の育成 

人とのかかわりの中で互いに考えを伝え合い合意形成を図るなど学習者の自己肯定感

を高めるような学習機会の提供を通して、変化の激しいこれからの社会で自己実現して

いくことができる力を高めます。 

（４）学びの循環を活かした地域コミュニティの形成・活性化への支援 

学びを通して、地域の課題・生活上の課題を把握し、解決に向けて取り組むことで、地

域での絆をつくり、コミュニティの形成と活性化に努めます。 

 

３ 基本施策 

（１）人づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動の活性化への支援 

（２）家庭における教育力向上の支援 

（３）青少年の生き抜く力を育む機会の充実 

（４）高齢者の学習支援や社会参加の促進 

（５）現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供 

 

４ 事業実施と評価 

各公民館は、基本方針を基に地域の実情やニーズにあわせた事業を実施し、事業実施後は、

事業の内容や成果について評価を行い、今後の公民館事業の充実を図ります。 

資料 2 



執行済み額
（円）

実施月 参加者数 延参加者数 1.市・区 2.社協
3.学校、
コーディ
ネーター

4.コミ協・
PTA等

5.活動協
力員

6.企画委
員・協議会・
団体・ボラ
ンティア

7.NPO・
民間等

主な連携先

1 中央公民館
コミュニティ・コーディ
ネーター育成講座

地域課題の把握・解決す
る人材の発掘と育成

新規 高齢者 1 4 2月 午前 45,000 26,392 2月～3月 12 45 ○
湊地区コミュニティ協
議会

2 中央公民館
湊校区コミュニティ学習
会

地域コミュニティ協議会
と連携し、地域課題につ
いての勉強会や実習等
を実施する

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 4 随時 午後 8,000 0 ○

3 中央公民館
つるかご作り講座
【R02新規】

明るく元気な地域づくり
を目指し、活動を通じて、
地域の活性化を図る

新規
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 午前 21,000 17,390 10月 20 20

4 中央公民館
地域みんなで防災力
UPWIDE（寄居中学校）

学校等を会場とした地域
住民向け講座の実施し、
地域と学校の関係づくり
を進める

総合（参
加者を限
定しない）

1 2 12月 午後 40,000 0 １２月 86 172 ○ ○ ○

中央区役所
新潟地区コミュニティ
協議会
礎地域コミュニティ協
議会

5 中央公民館
初夏のガーデニング講座
【R02新規】

植栽の学習を通じた学校
と地域住民の交流や、学
校植栽ボランティアの育
成に取り組む

新規 成人 1 3 6月 午前 0 10,410 6月 11 33 ○ 白新中学校

6 中央公民館 自主グループ育成事業
公民館活動サークルの支
援

総合（参
加者を限
定しない）

1 2 随時
午後・夜

間
0 0 ９・1月 8 8

7
鳥屋野地区公
民館

地域コミュニティ活動活
性化支援事業

コミュニティ協議会と連
携し、地域課題解決のた
めに必要な学習会を行う

成人 1 2 9月
午前・午

後
11,000 8,882 9月 100 100 ○ ○

上所校区コミュニティ
協議会・南地域保健福
祉センター

8
鳥屋野地区公
民館

公民館出前講座
出前講座を実施すること
により、学校を身近に感
じるきっかけとする

成人 1 1 10月 午前 11,000 12,168 10月 20 20 ○
上山中学校区各ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ

9
鳥屋野地区公
民館

食の魅力再発見
新潟のおいしいものを体
験を交えて満喫し、食の
魅力を再発見する

総合（参
加者を限
定しない）

2 3
6･7月
10月

午前・午
後

31,000 19,930
7月
10月

53 66 ○ ○
黒鳥地域の農家の皆さ
ん、JA新潟みらい

10
鳥屋野地区公
民館

上所夏まつり

上所夏まつりに出前で参
加することで学・者・民で
協力しながら子どもの健
全育成を図る

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 8月 午後 コロナにより中止

11 東地区公民館 江東コミュニティ研修会
コミュニティ協議会と連
携し、地域課題の解決方
法を探る

中止 成人 1
午前・午

後
0 0 ○ ○

江東コミュニティ協議
会連絡会、東出張所

12 東地区公民館 お寺でゴーン
地域全体で取り組む子ど
もの健全育成

少年 1 1 １０月
午前・午

後
41,000 36,997 ９月 11 11 ○ ○ ○ ○

沼垂小学校区コミュニテイ
協議会・活動協力員１名・
企画委員２名・国際外語観
光エアライン専門学校

13 東地区公民館 地域学振興事業
地域の歴史等をとおし、
地域課題を学ぶ

成人 1 1 午後 21,000 23,410 12月 30 30 ○ 活動協力員２名

14 東地区公民館 地域活性化支援事業
各世代の抱える問題や
ニーズを考える

総合（参
加者を限
定しない）

1 1 未定 午後 3,000 9,000 9月 38 38 ○ ○ ○ ○ ○

万代高校・沼垂地域コミュ
ニティ協議会・ＮＰＯ法人
なじらね沼垂・篠の会・活
動協力員１名

15
関屋地区公民
館

おも知ろ関屋学
住民自らの地域研究を通
してコミュニティの再生
を図る

中止 成人 1 9 5～2月 午後 46,000

16
関屋地区公民
館

「おも知ろ関屋学」企画会
議

同上 成人 1 2 随時 午後 0 12,464
４月
７月

7 14 ○ 関屋映像研究会

17
関屋地区公民
館

森のコンサート
地域の中で音楽をとおし
て交流する

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 6月 午前 21,000 6,944

1. 人づくり、地域づくり
を通した地域コミュニ
ティ活動の活性化への支
援

令和２年度　公民館事業実施報告

時間帯 当初予算額
（円）

実績 連携先

備　考No.
居場所
事業

保育 対象 開設数 回数
実施予定

月
基本施策 館名 事業名 事業の目的・主旨

新規/中止/
代替

オンライン
活用の有無

資料3表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。■⻩⾊の⾏は中⽌事業の代替で⾏った事業



執行済み額
（円）

実施月 参加者数 延参加者数 1.市・区 2.社協
3.学校、
コーディ
ネーター

4.コミ協・
PTA等

5.活動協
力員

6.企画委
員・協議会・
団体・ボラ
ンティア

7.NPO・
民間等

主な連携先

令和２年度　公民館事業実施報告

時間帯 当初予算額
（円）

実績 連携先

備　考No.
居場所
事業

保育 対象 開設数 回数
実施予定

月
基本施策 館名 事業名 事業の目的・主旨

新規/中止/
代替

オンライン
活用の有無

資料3表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。■⻩⾊の⾏は中⽌事業の代替で⾏った事業

18
関屋地区公民
館

お寺でゴーン
地域と連携し、子どもの
社会性を養う機会とする

中止 少年 1 1 6月 午後 16,000 9,405

19
関屋地区公民
館

あかちゃんお誕生おめで
とう

地域で安心して子育てで
きる環境と若い世代が地
域活動に参加できる環境
をつくる。

成人 1 1 5、10月 午前 9,000 4,160 10月 22 22 ○ 浜浦民児恊

1 中央公民館
乳児期家庭教育学級（第
３期）

乳児期の子どもを持つ保
護者を対象に、家庭教育
について学び合う機会を
提供する

中止 保育 成人 1 6 9～11月 午前 179,000 0 ○ ○
中央地域保健福祉セン
ター、明鏡高等学校

1-2 中央公民館
オンライン家庭教育学級
【代替事業】

乳児期の子どもを持つ保
護者を対象に、家庭教育
について学び合う機会を
提供する

代替 オンライン 成人 1 3 1～2月 午後 0 146,121 1～2月 5 15

2 中央公民館
乳児期家庭教育学級（第
４期）

乳児期の子どもを持つ保
護者を対象に、家庭教育
について学び合う機会を
提供する

保育 成人 1 5 1～2月 午前 210,000 124,469 1～2月 7 30 ○
中央地域保健福祉セン
ター

3 中央公民館 幼児期家庭教育学級

幼児期の子どもを持つ保
護者を対象に、家庭教育
について学び合う機会を
提供する

オンライン 保育 成人 1 1 9～10月 午前 122,000 37,370 3月 34 34 ○

4 中央公民館 シングル子育てカフェ

平日講座に参加できな
い幼児期の子どもを持つ
保護者を対象に、家庭教
育について学び合う機会
を提供する

保育 成人 1 2 10月 午前 60,000 45,760 10月 3 5 ○
こども創作活動館
新潟市母子連合会

5 中央公民館
乳幼児期家庭教育学級休
日版

平日講座に参加できな
い幼児期の子どもを持つ
保護者を対象に、家庭教
育について学び合う機会
を提供する

保育 成人 1 2 2月 午前 65,000 68,634 2月 12 23 ○

6 中央公民館
プレママ学校（いのちの授
業）

5年生の理科の単元であ
る「生命の誕生」の学習
を深めるために助産師か
ら命の大切さについて学
ぶ

少年 1 1 9・10月 午前 36,000 41,210 1月 85 85 ○ ○
新潟市立新潟小学校・
地域教育コーディネー
ター

7 中央公民館
プレママ・パパオンライン
カフェ

妊娠中の親が安心して子
育てができるように、学
習機会を設けるととも
に、仲間づくりを進める

オンライン 成人 1 2 9・10月 午前 0 0 2月 6 8 ○ ○

8 中央公民館 プレママ学校

妊娠中の親が安心して子
育てができるように、学
習機会を設けるととも
に、仲間づくりを進める

成人 1 8 6～11月
午前・午

後
0 0 6月～3月 4 29 ○ ○ ○

新潟市立新潟小学校・
地域教育コーディネー
ター

9 中央公民館
プレママ学校オンライン同
窓会
【R02新規】

昨年度のプレママ学校受
講者による、同窓会を兼
ねたオンライン講座

新規 オンライン 成人 1 3 6～7月 午前 0 0 6・7・12月 17 17 ○ ○ ○
新潟小学校地域教育
コーディネーター

10 中央公民館 父親学級

小学生の子どもを持つ父
親を対象に、父親が子育
てについて学ぶととも
に、親子のコミュニケー
ションを図る

成人 1 7 8～11月
午前・午
後・夜間

183,000 89,347 8～11月 38 129 ○

11 中央公民館 保育者研修会
全市域の登録保育者の
資質向上、情報交換

成人 1 3 2～3月 午前 71,000 87,411 2～3月 151 151

12 中央公民館
中央区公民館合同保育者
交流会

新型コロナウイルスの感
染拡大を防止しながら、
安心・安全な保育活動を
おコネうために、保育者
と職員で意識統一を図
る。

成人 1 1 4月 午後 0 0 ９月

13 中央公民館
ひよこファミリーらんど
(スタッフ研修含)

乳幼児と保護者のフリー
スペース

総合（参
加者を限
定しない）

1 41 通年 午前 35,000 28,769 280 280

14 中央公民館 子育て学習出前講座

就学児健診や入学説明
会など保護者が集まる機
会を利用し、家庭教育の
大切さを学んでもらう

成人 99 99 通年 午後 ###### ###### 10月～2月 5544 607 ○

※前ページの続き

1. 人づくり、地域づくり
を通した地域コミュニ
ティ活動の活性化への支
援

2. 家庭における教育力
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資料3表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。■⻩⾊の⾏は中⽌事業の代替で⾏った事業

15
鳥屋野地区公
民館

乳児期家庭教育学級　２
期

よりよい保育室運営のた
めの意見交換の場として
実施

中止 成人 1 5 6･7月 午前 203,000 コロナにより中止

16
鳥屋野地区公
民館

幼児期家庭教育学級
幼児期家庭教育につい
て考える

総合（参
加者を限
定しない）

1 1 10月 午前 132,000 19,076 10月 25 25 ○

16-2
鳥屋野地区公
民館

乳児期家庭教育学級
【代替事業】

乳児期の家庭教育につ
いて考える　Zooｍを
使ったオンライン講座

代替 オンライン 成人 1 1 ２月 午前 17,700 ２月 7 7
中央公民館の回線を
利用

17
鳥屋野地区公
民館

児童期（思春期）家庭教育
学級

児童期（思春期）の家庭
教育について考える

中止 成人 未定 未定 未定 22,000 コロナにより中止

18
鳥屋野地区公
民館

保育者交流会
よりよい保育室運営のた
めの意見交換の場として
実施

中止 成人 1 1 4月 午前 8,170 コロナにより中止

19
鳥屋野地区公
民館

子育てサロン
「ふらっと」

子育て中の保護者の仲
間づくりや情報交換の場
として実施（未就園児と
その保護者対象）

居場所
総合（参
加者を限
定しない）

1 7 通年 午前 20,000 6,106 46 46 ○
コロナにより中止して
いたが、７月より開始

20
鳥屋野地区公
民館

子育てサロンスタッフ研
修会

子育てサロンスタッフ対
象の研修会

中止 成人 1 1 3月 午前 コロナにより中止

21
鳥屋野地区公
民館

１歳児保護者向け講座
【新規】

幼児期家庭教育につい
て考える　　保育室が無
くとも保護者が講師の話
が聞けるよう、講義と親
子参加の講座を同時開
催する。

成人 1 2 ２月 午前 0 17,430 ２月 23 23 2講座を並行して開催

22 東地区公民館 児童期家庭教育学習会

学社民の協働による小学
校出前事業、児童期の家
庭教育について考える
（保育実施）

中止 保育 成人 1 1 ９月 午後 10,000 0 ○ ○ 沼垂小学校ＰＴＡ

23 東地区公民館
児童期家庭教育学習会
［他課予算］

学社民の協働による小学
校出前事業、児童期の家
庭教育について考える
（笹口小学校）

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 未定 未定 午後 0 0 ○ ○ 笹口小学校ＰＴＡ

24 東地区公民館 乳児期家庭教育学級
乳児期の家庭教育につ
いて考える

中止 保育 成人 1 7 午前 187,000 0 ○ ○
東地域保健福祉セン
ター・中央図書館

24-2 東地区公民館
乳児期家庭教育学級
「きらきら学級」

乳児期の家庭教育につ
いて考える

代替
総合（参
加者を限
定しない）

1 6 ９・１０月 午前 0 55,630 ９・１０月 32 176 ○ ○
東地域保健福祉セン
ター・児童発達支援セン
ター・子育てサポーター

親子一緒に学習でき
る講座として実施。

24-3 東地区公民館
みんなで子育てトーキン
グ

幼児期の家庭教育につ
いて考える

代替 保育 成人 1 1 未定 午前 0 22,400 ３月 9 9

25 東地区公民館
親子で一緒にきらきらタ
イム

幼児期の家庭教育につ
いて考える

総合（参
加者を限
定しない）

1 3 １１月 午前 73,000 32,400 11月 32 67 ○ ○
活動協力員１名・企画委
員1名・子育てサポー
ター１名

親子一緒に学習でき
る講座として実施

26 東地区公民館
幼児期家庭教育学級
土曜日版

親子遊び指導者によるふ
れあい遊びを通して、親
と子の関わり方について
考える

総合（参
加者を限
定しない）

1 4 １２～３月 午前 32,000 37,350 １２～３月 71 173 ○ ○

活動協力員１名・子育て
サポーター６名・学生ボ
ランティア２名・新潟少
年合唱団

27 東地区公民館 子育てサロン
子育ての情報交換と交
流

居場所
総合（参
加者を限
定しない）

1 42 ４～３月
午前・午

後
4,000 26,600 ４・６～３月 109 530 ○ ○ ○ ○

東地域保健福祉センター・万
代長嶺民生委員児童委員協
議会・絵本を楽しむ会・子育て
サポーター・活動協力員１人

新型コロナウイルスの影
響等により４月中旬から
５月末まで中止

28 東地区公民館 保育者交流会
保育室の運営等、課題と
その解決について考える

中止 成人 1 1 未定 午前 0 0

※前ページの続き
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29
関屋地区公民
館

幼児期家庭教育学級
幼児期の家庭教育のあり
方を考える

成人 1 3 7.8月 午前 65,000 20,150 7.8月 11 31 ○

30
関屋地区公民
館

乳児期家庭教育学級(ゆ
りかご学級)

乳児期の家庭教育のあり
方を考える

中止 成人 1 5 9～10月 午前 162,000

30-2
関屋地区公民
館

ｺﾛｺﾛちゃんﾙｰﾑ【代替事
業】

乳児期の家庭教育のあり
方を考える

代替 成人 2 8
10月
3月

午前 0 136,585
10月
3月

30 141 ○

33
関屋地区公民
館

子育てネットまつぼっくり
子育て交流や情報交換
を行う

居場所
総合（参
加者を限
定しない）

1 33 通年 午前 12,000 16,859 通年 27 265 ○ ○
11～3月
館外で活動

1 中央公民館
学生連携事業
【R02新規】

家庭や学校では出来な
い経験や他校の児童と
交流することで、社会性
を育み、健全育成を図る
（学生と連携して企画・実
施）

新規 青年 1 1 3月 午前 74,000 13,190 3月 12 12 ○

2 中央公民館 子ども体験教室①

夏休み期間中に家庭や
学校では出来ない経験
や他校の児童と交流する
ことで、社会性を育み、
健全育成を図る

中止 少年 1 1 8月 未定 30,000 1,808

3 中央公民館
子ども体験教室②
【他課予算】

家庭や学校では出来な
い経験や他校の児童と
交流することで、社会性
を育み、健全育成を図る

少年 1 2 11月 午前 0 0 11月 17 27 ○
文化創造推進課
ゆいぽーと

こどもプロジェクト
2020として実施

4 中央公民館 子ども体験教室③

春休み期間中に家庭や
学校では出来ない経験
や他校の児童と交流する
ことで、社会性を育み、
健全育成を図る

少年 1 1 3月 午前 37,000 49,500 12 12

5 中央公民館 子どもの居場所づくり

公民館に学校や家庭以
外の空間を設け、地域の
大人と子どもがふれあう
場を提供する

居場所 少年 1 8 通年 午後 0 0 7月～3月 0 0

6
鳥屋野地区公
民館

子ども体験事業
(セミの羽化観察会)

体験学習を通じた青少年
の健全育成

総合（参
加者を限
定しない）

1 1 8月 夜間 27,000 10,180 8月 47 47 ○

7
鳥屋野地区公
民館

学習室開放事業
学習意欲のある中高生
に自習室を提供

居場所 少年 1 113 通年
午前・午

後
6～10月 155 155

4･5月コロナにより中
止

8
鳥屋野地区公
民館

子どもの居場所事業・小
中高生ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ

とやの～び「談話コー
ナー」の場の提供

居場所 少年 1 22 通年 午後 3,000 6～10月 145 145 ○ 上所地区民協
4･5月コロナにより中
止

9
鳥屋野地区公
民館

小学生向け夏休み学習室
夏休みの小学生の学習
を支援する

居場所 少年 1 4 8月 午前 17,000 6 10 ○ 大学生
コロナにより、大学生
依頼せず

10
鳥屋野地区公
民館

こども映画上映会
【新規】

夏季休暇中の児童や未
就学児の親子に映画を
楽しんでもらうとともに
居場所を提供する

居場所 少年 1 2 8月 午前 8月 9 12

11
鳥屋野地区公
民館

わくわくプラモ展示会
サークルメンバーが制作
したプラモデルを鑑賞す
る

総合（参
加者を限
定しない）

1 1 9月 午後 9月 66 66 公民館利用サークル

12 東地区公民館
【新規】ふれあいスクール
事業［他課予算］

学社民の協働による小学
校出前事業の実施（沼垂
小学校５学年「地域の食
材・発酵食品を学ぶ」）

新規 少年 1 3 ６～１２月 午後 0 0 ６～１２月 71 213 ○ ○
沼垂小学校地域教育
コーディネーター２名・
百川味噌

13 東地区公民館
【新規】ふれあいスクール
事業［他課予算］

学社民の協働による小学
校出前事業の実施（沼垂
小学校４学年「手話教
室」）

新規 少年 1 1 １１月 午前 0 0 １１月 64 64 ○ ○
沼垂小学校・手話サー
クルほほえみ会

※前ページの続き
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14 東地区公民館
【新規】ふれあいスクール
事業［他課予算］

学社民の協働による小学
校出前事業の実施（沼垂
小学校１・２学年「書道教
室」）

新規 少年 2 2 １・２月 午前 0 0 １・２月 114 114 ○ ○
沼垂小学校地域教育
コーディネーター２名・
書道サークルすみれ会

15 東地区公民館
児童期家庭教育学習会
［他課予算］

学社民の協働による小学
校出前事業、児童期の家
庭教育について考える
（万代長嶺小学校）

中止 少年 1 未定 未定 午後 0 0 ○ ○
万代長嶺小学校地域教
育コーディネーター１
名・ふれあいスクール

16 東地区公民館 小学校地域学習事業
小学校と連携した環境学
習会

少年 1 1 未定 午後 8,000 7,600 １１月 45 45 ○
万代長嶺小学校地域教
育コーディネーター

17 東地区公民館 キッズ・サイエンス特別編

科学への興味と関心を喚
起し、創造性と問題解決
力を育成する
「人類の進化のふしぎ」

総合（参
加者を限
定しない）

1 1 未定 午前 25,000 33,900 9月 15 15 ○ 活動協力員3名

18 東地区公民館 キッズ・サイエンス

科学への興味と関心を喚
起し、創造性と問題解決
力を育成する
「エコーマイク作り＆チリ
メンモンスターを探
せ！」

少年 1 1 未定 午後 0 0 9月 12 12 ○ ○
活動協力員4名・万代
長嶺小学校地域教育
コーディネーター１名

19 東地区公民館 キッズ・サイエンス

科学への興味と関心を喚
起し、創造性と問題解決
力を育成する
「ぷらばん工作！変身
アートの不思議」

少年 1 1 12月 午後 0 0 12月 26 26 ○ 活動協力員4名

20 東地区公民館 キッズ・サイエンス

科学への興味と関心を喚
起し、創造性と問題解決
力を育成する
「ちっちゃな植物園をつ
くろう！」

少年 1 1 3月 午後 0 0 ３月 18 18 ○ 活動協力員4名

21 東地区公民館 わくわくキッズ

体験活動を通して、自ら
考える力を養う。集団行
動や異年齢交流を行うこ
とでコミュニケーション
力を育む。

中止 少年 1 1 未定 午前 14,000 0 ○ ○ ○
笹口小学校地域教育
コーディネーター・活動
協力員１名

22 東地区公民館
青少年の居場所づくり
９月イベント

異世代交流と、地域の一
員としての子どもの絆づ
くり

居場所
総合（参
加者を限
定しない）

1 2
午前・午

後
0 0 9月 17 17 ○ ○

活動協力員２名
学生ボランティア１名

23 東地区公民館
青少年の居場所づくり
冬休みイベント

異世代交流と、地域の一
員としての子どもの絆づ
くり

中止 居場所
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 １２～１月 午前 0 0

24 東地区公民館
青少年の居場所づくり
小中高生のﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ

小・中・高生の放課後の
居場所づくり

居場所 少年 1 310 ４～３月
午前・午

後
3,000 3,000 487 487

新型コロナウイルスの
影響等により５月末ま
で開催中止

25 東地区公民館
青少年の居場所づくり
中・高生の学習室

中・高生の放課後の学習
室

居場所 少年 1 310 ４～３月
午前・午

後
2,000 2,000 132 132

新型コロナウイルスの
影響等により５月末ま
で開催中止

26
関屋地区公民
館

わくわくランド
小学生が体験活動をとお
して、他校・他学年との仲
間づくりをする

少年 1 1 9月 午前 39,000 25,310 9月 61 61 ○ ○

27
関屋地区公民
館

将棋クラブ
小学生が将棋をとおし
て、他校・他学年との仲
間づくりをする

中止 少年 1 19 通年 午前 11,000 0

28
関屋地区公民
館

文字と書道に親しもう

ふだん使っている文字
(漢字・ひらがな)の成り
立ちや意味などを考え、
書道の楽しさを知る

少年 1 2 8月 午前 11,000 14,496 8月 15 28 ○ 新潟大学

29
関屋地区公民
館

夏休み子ども体験教室
子どもたちがものづくり
の楽しさを体験する

少年 1 3 7、8月 午前 7,000 7,600 8月 83 83 ○

30
関屋地区公民
館

冬休み子どもお楽しみ広
場

子どもたちが長期休みを
利用し、体験活動をする

中止 少年 1 2 12月 午前 0 0

※前ページの続き
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31
関屋地区公民
館

活動協力員との協働事業
活動協力員と協働で地
域課題を解決するための
事業を実施する

少年 1 1 10月
午前・午

後
21,000 14,700 8月 29 29 ○

32
関屋地区公民
館

チャレンジゼミ
小学校と連携し、子ども
たちに体験学習を実施

中止 少年 1 1 1月 午前 6,000 0

32-2
関屋地区公民
館

親子で一緒に防災教室
【代替事業】

子どもと保護者が一緒に
防災について学び、防災
意識を育む

代替 少年 1 1 10月 午前 0 6,200 10月 12 12 ○ 防災NPO

33
関屋地区公民
館

人権啓発委託事業
いじめみんなで考えよう

人権について理解を深
め、健全な成長と人格の
形成を図る

新規 少年 1 1 １０月 午後 0 0 １０月 65 65 ○
法務省・市校長相談課・
市中央区人権擁護委員
協議会

34
関屋地区公民
館

座・オアシス 小中高生の居場所 居場所 少年 1 124 通年
午前・午
後・夜間

1,000 2,156 通年 1512 1512

35
関屋地区公民
館

学習室開放事業 中高生の居場所 居場所 少年 1 随時
午前・午
後・夜間

0 0 随時 533 533

1 中央公民館
活動協力員協働事業　市
民寄席

自粛生活で自宅にひきこ
もりがちな市民を対象
に、公民館サークルや
学生サークルが出演する
市民寄席を開催し、楽し
んでもらう

成人 1 1 11月 午前 39,000 49,674 1月 25 25 ○ ○

2 中央公民館
活動協力員協働事業　太
極拳講座

自粛生活で自宅にひきこ
もりがちな高齢者を対象
に、気分転換・運動不足
解消を目的とする

高齢者 1 3 11月 午前 0 0 1月 34 96 ○

3
鳥屋野地区公
民館

とやの長寿学級
高齢者の健康と生きが
いをテーマに学習機会を
提供

中止 高齢者 1 3
7月･9
月･3月

午後 8,000 ○
老人クラブ鳥屋野地区
協議会

コロナにより中止

4
鳥屋野地区公
民館

いきいきセミナー
（活動協力員企画事業）

シニア世代がいきいきと
生きていくためのきっか
け作り

高齢者 1 2 1･2月 午後 40,000 29,682 24 45 ○

5 東地区公民館 中学校出前事業

学校を会場に出前型講
座を実施することで、講
座を通して地域住民との
交流を図る

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 １２月 午前 15,000 0 ○ ○
宮浦中学校地域教育
コーディネーター、活動
協力員2名

6 東地区公民館 団塊世代対象事業

団塊世代男性を中心に
知的好奇心に働きかける
機会を設け、新しい公民
館利用者を開拓する

オンライン 成人 1 4 １～２月 午後 90,000 57,458 68 135 ○ ○
活動協力員５名
企画委員４名

全４回のうち，３・４回
目をオンラインで実
施。

7 東地区公民館
大人の文化講座
切り絵で作る正月飾り

高齢者の生活を豊かに
するため、日常生活の中
の文化を考え、知識や技
能を身につけるととも
に、社会参加のきっかけ
づくりとする。

成人 1 1 １１月 午後 0 3,000 11月 25 25 ○ ○
坂井輪切り絵同好会
活動協力員1名

8 東地区公民館
大人の文化講座
地名・町名から見る地域

高齢者の生活を豊かに
するため、日常生活の中
の文化を考え、知識や技
能を身につけるととも
に、社会参加のきっかけ
づくりとする。

成人 1 1 ３月 午後 0 7,600 ３月 23 23 ○ 活動協力員1名

9
関屋地区公民
館

ほがらか学級
高齢者の生きがいづくり
と現代社会を考える

中止 高齢者 1 1 11月 午前 0 0

1 中央公民館 文化祭
公民館活動サークルの作
品展示及び活動発表

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 10月
午前・午
後・夜間

5,000 0 ○
中央公民館文化祭実行
委員会

2 中央公民館 ユースセミナー
20代の青年を対象とし
て、社会人のスキルを学
ぶ機会を提供する

オンライン 青年 1 4 2～3月 夜間 46,000 42,582 2月 13 34

※前ページの続き

3．青少年の生き抜く力
を育む機会の充実

5．現代的・社会的課題を
探り、問題解決を促す学
習機会の提供

4．高齢者の学習支援や
社会参加の促進



執行済み額
（円）

実施月 参加者数 延参加者数 1.市・区 2.社協
3.学校、
コーディ
ネーター

4.コミ協・
PTA等

5.活動協
力員

6.企画委
員・協議会・
団体・ボラ
ンティア

7.NPO・
民間等

主な連携先

令和２年度　公民館事業実施報告

時間帯 当初予算額
（円）

実績 連携先

備　考No.
居場所
事業

保育 対象 開設数 回数
実施予定

月
基本施策 館名 事業名 事業の目的・主旨

新規/中止/
代替

オンライン
活用の有無

資料3表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。■⻩⾊の⾏は中⽌事業の代替で⾏った事業

3 中央公民館 みんなのふれあい広場
地域の情報交換・交流の
場

総合（参
加者を限
定しない）

1 19 通年 午後 23,000 13,920 6～3月 79 79

4 中央公民館
介護・終活講座
【R02新規】

家族の介護や入院など
により直面する問題に対
して、具体的な知識・情
報・事例などを学び、い
ざというときに対処でき
るようにする

新規 成人 1 5 2～3月 夜間 0 15,200 2～3月 34 133 ○
新潟市在宅医療・介護
連携センター

5
鳥屋野地区公
民館

「とやの地域学」講座

地域の歴史や昔の人々
の暮らしぶり、生活文化
などさまざまな角度から
地域について学ぶ

成人 1 3
9月･10

月
午後 48,000 35,912 9月･10月 20 53 ○

6
鳥屋野地区公
民館

鳥屋野潟の自然を楽しむ

新潟市の宝である、市街
地に隣接し、豊かな自然
が残る鳥屋野潟の生物
ついて学ぶ

中止
総合（参
加者を限
定しない）

2 2
6月･10

月
午前・夜

間
30,000 10月

6月はコロナにより中
止
10月は荒天のため中
止

7
鳥屋野地区公
民館

世代ごとに考える生活設
計（マネープラン）

各世代の生活設計に合
わせたマネープランにつ
いて学ぶ

中止 成人 5月・6月 21,000 申込少数により中止

7-2
鳥屋野地区公
民館

スマホ“超入門”講座
【代替事業】

初心者がwithコロナの
時代にスホートフォンを
活用できるきっかけとす
る

代替 成人 1 1 10月 午後 0 24 24

8
鳥屋野地区公
民館

文化祭
美術文芸・音楽芸能・交
歓の広場・お茶席など各
サークルの発表の場

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 10月
午前・午

後
利用団体連絡協議会 コロナにより中止

9
鳥屋野地区公
民館

とやのレコードこんさーと

アナログレコードによる
楽曲の上演をとおして、
参加者の音楽や芸能へ
の関心を広げる。

成人 1 2
午前・午

後
0 7月 15 15

10 東地区公民館 文化祭
利用団体の学習成果の
発表と団体相互の親睦
を図る

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 5 １０・１１月
午前・午

後
2,000 0 ○ ○

東地区公民館利用団体
連絡協議会、活動協力
員１名

11
関屋地区公民
館

囲碁入門教室
小学生から大人まで、囲
碁をとおして交流する

総合（参
加者を限
定しない）

1 1 通年 午前 5,000 2,874 8～１０月 14 52 ○ 利用団体
11～3月
館外で活動

12
関屋地区公民
館

関屋モーニングサロン
地域の人たちを事業の
企画運営委員として育成
する

中止 成人 1 3 8～10月 午前 55,000 30,700

13
関屋地区公民
館

大学健康公開講座
健康について考える機会
を提供する

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 10月 午後 0 0

14
関屋地区公民
館

防災教室
防災意識を身に着け、地
域の防災力向上を図る

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 6月 午後 0 0

1 中央公民館 公民館職員研修
公民館職員の資質向上
を図る

成人 1 5 5～11月
午前・午

後
60,000 0 6～11月 196 196 新潟県公民館連合会

2
鳥屋野地区公
民館

とやの映画館

名作映画の上映を通し
て、生涯学習の間口を広
げるとともにニーズに応
える

総合（参
加者を限
定しない）

1 2
5･8･11･

2月
午前・午

後
4,000 8月 60 60 ○

5月コロナにより中止
11月・2月は工事によ
り中止

3
鳥屋野地区公
民館

自主グループ育成・支援
事業

自主グループの育成・活
動支援

総合（参
加者を限
定しない）

1 2 随時 3月 11 9

4 東地区公民館 グループ活性化事業

活動の周知と新たな会員
発掘のために、公民館利
用グループでの体験教室
及び広報活動を行う

総合（参
加者を限
定しない）

1 57 ３月
午前・午
後・夜間

2,000 1,600 ３月 532 532 ○
東地区公民館利用団体
連絡協議会

6．その他

※前ページの続き

5．現代的・社会的課題を
探り、問題解決を促す学
習機会の提供
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（円）
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3.学校、
コーディ
ネーター
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5 東地区公民館 自主グループ育成事業
公民館利用グループの活
動支援

総合（参
加者を限
定しない）

0 0 ４～３月
午前・午
後・夜間

0 0 0

6 東地区公民館
地域連携講座
（中央図書館共催）

沼垂地域の文化、歴史を
掘り起こし、地域の活性
化を図り、図書資料の利
用拡大を図る

中止 成人 1 1 未定 午後 0 0 ○ ○
中央図書館
沼垂の今昔を語る会

協力団体の解散によ
り中止

7 東地区公民館
長嶺世代間交流
（長嶺コミ協共催）

地域における世代間交流
を図り、地域の絆を深め
る

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 ９月
午前・午

後
0 0 ○ ○ ○

万代長嶺小学校地域教育
コーディネーター・長嶺地
域コミュニティ協議会・長
嶺ふれあい給食会

8 東地区公民館
地域の茶の間たんぽぽ
（長嶺コミ協共催）

地域の高齢者同士の交
流を図り、地域の絆を深
める

総合（参
加者を限
定しない）

1 7
４月～３

月
午前・午

後
0 0 ７月～３月 150 150 ○

長嶺地域コミュニティ
協議会

新型コロナウイルスの影
響等により４月・５月・６
月の実施を中止。

9
関屋地区公民
館

初級登山教室
安全で楽しい登山のため
の知識・技能を習得する

中止 成人 1 6 5～6月
午前・午
後・夜間

8,000 6,370

10
関屋地区公民
館

世代間交流の集い
関屋中学校卓球クラブと
利用団体との交流を図る

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 9月 午後 11,000 5,548

11
関屋地区公民
館

ランナーだらけの
公民館in関屋

ランニングを趣味として
いる市民の情報交換の
場を設け、コミュニティー
の形成を図る。成年層の
利用促進を図る。

中止 成人 1 5
８月～10

月
夜間 0 0

11-2
関屋地区公民
館

フラワーアレンジメント講
座

フラワーアレンジメント
の学びを通してステイ
ホーム中の生活を充実さ
せる

代替
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 3月 午前 0 5,200 3月 14 14

12
関屋地区公民
館

サークル活動体験会
各活動団体の体験会を
開催し、新規加入者を募
る

中止 成人 1 2 9、11月
午前・午
後・夜間

0 0

13
関屋地区公民
館

文化祭

公民館利用団体が学習
の成果を発表するととも
に、団体相互の親睦及び
地域住民との交流を図る

中止
総合（参
加者を限
定しない）

1 1 10月
午前・午

後
24,000 1,859

13-2
関屋地区公民
館

ミニギャラリー【代替事
業】

公民館利用者が日ごろ
の学習成果を発表する機
会を提供する

代替 成人 1 1
7月～10

月
0 0 ８～１０月 26 26 ○

関屋地区公民館利用団
体協議会

※前ページの続き

6．その他



中央区内公⺠館 R2年度事業実施状況（基本施策別）

1 2 3 4 5 6 合計
計画事業数 19 36 36 9 15 15 130
実施事業数 13 26 29 6 7 8 89
中止事業数 6 10 7 3 8 7 41
中止事業の代替事業実施数 0 5 1 0 1 2 9
新規事業実施数 3 1 5 0 1 0 10
オンラインを活用した講座実施数 0 5 0 1 1 0 7
居場所事業実施数 0 13 10 0 0 0 23

基本施策
1. ⼈づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動の活性化への⽀援，2. 家庭における教育⼒向上の⽀援，3．⻘少年の⽣
き抜く⼒を育む機会の充実，4．高齢者の学習⽀援や社会参加の促進，5．現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習機会
の提供，6．その他



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

家庭教育学級等の満足度については高い水準で推移
しているが，今年度はコロナ対策として，オンライン講
座の試験実施に取り組んだ。特に保育付き講座では，
コロナ禍では定員の削減など，多くの制約が課せられ
るため，様々なチャレンジが今後必要となる。

16

4

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）

2

コロナ感染拡大防止のため，保育室の定員を少なく設
定することに伴い，受講者定員も減らすことを余儀なく
されている。安全に人を集めることと，人を集めなくても
受講できる環境づくりの両面を進める必要がある。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

10 4

地域・人づくり3，地域交流2 体験活動3，居場所1

１　地域コミュニティ活動の活性化支援事業

公民館事業を通じて，高齢者にもICTを活用した講座
等に親しんでもらえるような環境づくりについても考え
ていく必要がある。

子ども体験は，学校では体験できない異学校異年齢交
流を図る貴重な機会であるとともに，社会性を育むた
めに適した事業であることを踏まえた上で，楽しめる企
画を常に考えていく必要がある。

本来は，様々な交流をしながらの体験活動を推進していきた
いところではあるが，どうしても制約がついて回る状況。その
時々の状況を踏まえながら，できる範囲のメニューを臨機応変
に実施することが必要となる。

高齢者は，オンライン形式への講座参加は困難である
ため，飛沫リスク軽減に徹しながら事業を実施。高齢
者のオンライン参加は現実的にはハードルがかなり高
いため，今後も飛沫対策を十分に考えながらの実施と
なる見込み。

Ａ Ｂ Ｃ

４　高齢者の学習支援や社会参加促進事業

参加者同士の交流や，健康増進等の学習を通して公
民館講座を楽しくむきっかけを提供し，高齢者たちが充
実した日々生活をおくれるよう支援する。

・子育てに関する情報や，意見交換等ができる仲間づ
くりの場を提供することで，子育て中の親が持つ不安
や負担感の軽減を図り、子育てにおいて重要な家庭環
境の向上を図る。

３　青少年の生き抜く力を育む事業

　体験学習を通して，子どもたちの探求心や好奇心を
育むほか，異学校異学年交流や地域住民との交流を
推進し，社会性を育むことで，たくましく生きていく力を
身に着けてもらう。

100%

コメント

－ 1 ゆりかご学級4期

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

コロナ禍での，連携・共催事業は困難ではあるが，コロ
ナ感染防止対策を示した上で，地域や学校等との連携
関係を再構築していくことが重要と考える。

地域や学校等との連携により，効率良い多世代交流を
行うことが可能となるが，コロナ禍では連携そのものが
困難であった。しかし，コロナ禍での講座を実施するた
めの「講座実施基準」を作成したことで，連携が困難な
状況は変わらないが，講座等を実施できる環境を整え
ることができた。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

4事業

１．コミュニティ（5）　２．家庭教育（14）　３．青少年(4）　４．高齢者（2）　５．現代的課題（3）　６．その他（1）

5事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

－ －

結果

２　家庭教育力向上の支援事業

80%

令和2年度事業評価シート（中央公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（29）

80%

・地域コミュニティ協議会等と協働を図りながら，地域
の多世代交流を推進し，地域コミュニティの活性化を図
る
・地域を知る機会を提供し，地域への愛着や貢献意欲
を育むことで，地域活動への参画者（担い手）を増や

成果

受講者の気
づき（平均値）

4

4

学校・地域との連携は今後ます
ます必要性を増す。

地域に開かれた学校としていく
ためには有効な手段

連携することで，単独で実施す
るよりはるかに対象が広がる

92%

目標値 結果 コメント

14事業
家庭教育学級等10，親子の居場所1，保育者交流
1，保育者研修1，その他1（子育て出前講座）

休日版(2)，父親(8)，
ひよこ(6)

目標値 結果 コメント 目標値

－ －
サークル
結成数

サークル
結成数

－
ガーデニング（8）企画委員

希望者数

80% 88%
受講者の満
足度(平均値）

80% 68%

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3
多世代交流は，地域・人づくり
の基本であり，欠かせない事
業。

有 効 性
（平均値）

3.4
目に見える効果は示しづらい
が，継続することが重要。

効 率 性
（平均値）

3.4
コミ協等との連携により，より多
くの人たちを対象とできた。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

4 1

企画委員
希望者数

－

受講者の満
足度(平均値）

80% 96%

受講者の気
づき（平均値）

80% －

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.9
子育てに対する負担感・不安感
を軽減する場

有 効 性
（平均値）

3.1
仲間づくりを通じて，子育て中
の親の孤立を防ぐ

効 率 性
（平均値）

3.7
安全に管理された保育室が，
母子分離型学習を支えている

Ｄ

2事業 高齢者支援事業2

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

－ 1

企画委員
希望者数

－

受講者の満
足度(平均値）

80% 97%

受講者の気
づき（平均値）

80% 66%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
地域の大人や，異学校・異学年
交流の貴重な機会

有 効 性
（平均値）

4
学外活動を経験することで，社
会性を育む

効 率 性
（平均値）

4
企業・ボランティア等の支援を
受け，役割分担等が順調

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 1



重点名 中央公民館運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

＜コメント＞

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

超高齢化への取り組みは，様々な視点で企画すること
ができ，今後も継続する必要性は高いと思われる。弱
点とも言える若者の公民館講座への参加についても，
様々な取り組みを試していきたい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

成果

評点

５　現代的課題を探り，解決を支援する事業

現代社会が抱える課題に対し，事業を通じて世代別に
働きかけ，学習や交流機会の場を提供することで，生
きがいや楽しみを持って，日常を送れるよう支援する。

3事業 社会的課題2、居場所1

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

－ －

企画委員
希望者数

2
ユース（2）

受講者の満
足度(平均値）

80% 93%

受講者の気
づき（平均値）

80% 66%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.3
超高齢社会の課題解消として，
高齢者への働きかけは重要

有 効 性
（平均値）

3.3
高齢者の中でも年齢層が広い
のでメニュー設定は要検討

効 率 性
（平均値）

4
運営方法など，公民館側には
改善の余地がある

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

どのような課題をどの世代に投げかけるべきか難しい
ところではあるが，親の介護という喫緊の課題につい
て取り組んんだ結果，多くのニーズを感じることができ
た。

3

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

- -

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

Ｄ

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

効 率 性
（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞
　　さらに地域，他機関・他団体との連携を模索し，地
域づくりの一助となる事業となるように努めていきた
い。

＜コメント＞
　　様々な状況に対応して実施できた。今後も前例踏
襲にならず、環境に応じた手法・内容を検討しながら
実施していくことが望ましい。

＜コメント＞
　　子ども体験事業は、ニーズも大きく、経費を大きくかけず
に実施できる事業であり、継続していくことが望ましい。居
場所づくりのフリースペースは、地域の小中高校生の放課
後過ごせる場として有効であり、継続していくことが望まし
い。

＜コメント＞
　公民館事業に目を向ける高齢者のニーズに合う事
業を、さまざまな情報をとらえながら企画していくこと
が必要である。

4 1 1 13 4

Ｄ Ａ Ｂ Ｃ ＤＢ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ

館長
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ

　地域の課題や要望などの情報を収集しながら、公
民館として支援できることを考えながら、協働して実
施していくことが必要である。

保育を行わず、親子一緒で受講してもらったり、オン
ラインを活用したりと、コロナ下に対応する講座の実
施手法とした。今後の講座の実施形態も状況に応じ
て検討していくことが必要である。

こども体験事業は申し込みが多くあり、また、満足度
も高いため、有効性・効率性を考えながら実施してい
くことが望ましい。フリースペーはス、地域の小中高
生の安らげる場所となっており、引き続き周知を図っ
ていくことが必要である。

　高齢者の健康づくりや生きがいづくりは、市の重点
施策となっており、今後も、他団体などと連携しなが
ら、有効性・効率性を考えながら実施していくことが
望ましい。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

効率的に実施できた。
効 率 性
（平均値）

4.0
大学の教授から専門的な内容で実施
してもらい、有意義だった。

効 率 性
（平均値）

4.0
他団体・保健センターなどとの連
携により，効率的に運営できた。

効 率 性
（平均値）

4.0 効率的に実施できた。
効 率 性
（平均値）

4.0

有 効 性
（平均値）

2.8
小学生向け学習室の利用が少なく、必
要性を検討する必要がある。

有 効 性
（平均値）

4.0
休館の関係で、通常より回数の少ない
２回連続の講座であったが、内容を吟
味し、有効に実施できた。

有 効 性
（平均値）

4.0
コミ協・地域教育コーディネーター
などとの連携を図った。

有 効 性
（平均値）

3.5
オンラインの活用や休館中に地域の
体育館を利用するなど、状況に応じて
事業を実施した。

4.0
高齢者の健康・生きがいづくりは市の
重点施策のため、必要度は高い。

3.8
育児中の母親の不安解消や情報交換
の場として、コロナ下でも受講しやすい
形態として実施できた。

必 要 性
（平均値）

3.3
子ども向けに長期休暇に実施する事業は，
満足度も高く継続が望ましい。また、居場所

事業も多く活用されている。

必 要 性
（平均値）

コメントコメント 評点 コメント 評点

評点

評点 コメント 評点

必 要 性
（平均値）

3.7
地域にとって必要な事業となっ
ている。

必 要 性
（平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

気づきの値も高かっ
た。

80% 86%
体験活動の１講座で実
施。

受講者の気
づき（平均値）

80% 80%
受講者の気
づき（平均値）

80% 95%
各事業とも高い値だっ
た。

受講者の気
づき（平均値）

80% 89%
子育てサロン以外で実
施。各事業とも高い値
だった。

受講者の気
づき（平均値）

体験活動・映画上映会
で実施し，高い満足度
を得られた。

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
高い満足度を得られ
た。

80% 100%
子育てサロン以外で実
施。全て100％た゜った。

受講者の満
足度(平均値）

80% 97%
受講者の満
足度(平均値）

80% 97%
各事業とも高い満足度
だった。

受講者の満
足度(平均値）

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

サークル
結成数

サークル
結成数

サークル
結成数

サークル
結成数

結果 コメント目標値 結果 コメント 目標値

成果

目標値 結果 コメント 目標値 結果 コメント

地域住民の学習・交流や地域と連携した事業を通し
て、地域コミュニティの活性化・地域課題への取り組
み、学社民の融合に寄与する。

家庭教育の実施や居場所の設置により、親同士の
仲間づくりを進めるとともに、子育ての不安や悩み等
を軽減する。

　青少年の生きる力を育むため，青少年の体験活動
や異年齢交流等を推進する。
　小中高生を対象に学校や自宅以外の居場所を提
供し、自由な活動や学習のスペースを、安心して享
受してもらう。

　高齢者の健康寿命の延伸や生きがいづくりを支援
する。また、事業を通して仲間づくりを図り、地域活動
につなげる。

３事業
地域福祉１、新潟の食の魅力１、出前
講座１

４事業 家庭教育４ ６事業 体験活動２、居場所３、映画１ １事業 生きがいづくり１

令和２年度事業評価シート（鳥屋野地区公民館） 総事業数（１９） １．コミュニティ（３）　２．家庭教育（４）　３．青少年（６）　４．高齢者（１）　５．現代的課題（４）　６．その他（１）

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業 ２．家庭の教育力の向上を支援する事業 ３．青少年の生きる力を育む事業 ４．高齢者の学習や社会参加を支援する事業



重点名 中央公民館運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞
　地区館として、地域情報を発信するとともに、現代
的課題・地域的課題を捉えながら、事業を企画してい
くことが必要である。。

＜コメント＞

3 1

Ｃ ＤＡ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ

館長
評価

　高齢者の健康づくりや生きがいづくりは、市の重点
施策となっており、今後も、他団体などと連携しなが
ら、有効性・効率性を考えながら実施していくことが
望ましい。

市職員のOBの活用や無償での携帯
ショップの講座などにより、効率的に実
施できた。

効 率 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

効 率 性
（平均値）

4.0

必 要 性
（平均値）

4.0
様々な情報を取得しながら、地域ニー
ズに応える事業として実施できた。

必 要 性
（平均値）

評点

評点 コメント

有 効 性
（平均値）

3.5
企画委員の参画や地域の携帯ショップ
の協力により、充実した内容となった。

有 効 性
（平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

評点 コメント

その他成果
（品）及びそ
の活用等

受講者の気
づき（平均値）

80% 88%
気づきの値も高かっ
た。

受講者の気
づき（平均値）

80% 93%
各講座とも高い満足
度だった。

受講者の満
足度(平均値）

受講者の満
足度(平均値）

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

サークル
結成数

サークル
結成数

コメント 目標値 結果 コメント

成果

目標値 結果

４事業 地域学１、コロナ対応１、その他２

　地域を知る地域学、コロナ下で必要性が増したスマ
ホ講座など、社会情勢なども考えながら、地域ニーズ
に応える。

５．現代的課題を探り，解決を支援する事業



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

令和２年度事業評価シート（東地区公民館） 総事業数（23） １．コミュニティ（３）　２．家庭教育学社民（５）　３．青少年(１０）　４．高齢者（３）　５．現代的課題（０）　６．．その他（２）

1. 人づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動
の活性化への支援

2. 家庭における教育力向上の支援 3．青少年の生き抜く力を育む機会の充実 4．高齢者の学習支援や社会参加の促進

３事業
地域活性化支援事業，地域学振興事
業，お寺でゴ―ン

5事業
乳児期家庭教育１，幼児期家庭教育学
級３、子育てサロン

10事業
フリースペース、学習室、キッズサイエ
ンス４、小学校地域学習、ふれあいス
クール２、居場所事業

3事業 団塊世代、大人の文化講座２

1. 地域の歴史の変遷から地域課題を学ぶ
２．各世代の抱える問題やニーズを考える
３．地域全体で取り組む子どもの健全育成

１．乳幼児期の家庭教育について考える
２．親子遊び指導者によるふれあい遊びを通して、親と子
の関わり方について考える
３．子育ての情報交換と交流

１、小・中・高校生の居場所づくり
２．科学への興味と関心を喚起し、創造性と問題解決力を
育成する
３．学社民の協働による小学校出前事業の実施

１、団塊世代男性を中心に知的好奇心に働きかける機会を設け、
新しい公民館利用者を開拓する
２、高齢者の生活を豊かにするため、日常生活の中の文化を考
え、知識や技能を身につけるとともに、社会参加のきっかけづくり
とする。

成果

目標値 結果 コメント 目標値 結果 コメント 目標値 結果 コメント 目標値 結果 コメント

サークル
結成数

サークル
結成数

1 1
サークル
結成数

サークル
結成数

企画委員
希望者数

3
まち歩きは地域協力が
欠かせないので企画委
員に加入してもらう

企画委員
希望者数

13
企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 82%
地域の今昔に関心を示
して参加者同士の交流
が図れた

受講者の満
足度(平均値）

80% 90%
コロナ禍で孤独を感じて
いたが、参加して友達
ができた。

受講者の満
足度(平均値）

80% 94%
理解度も違う3－6年生
だが模型など利用して
丁寧に説明をした

受講者の満
足度(平均値）

80% 86%
サイエンスカフェは多士
済済な講師陣の最新の
知見を学べる。

受講者の気
づき（平均値）

80% 93%
防災講座受講の防災士
より協会でも資料を配
布したいと依頼があった

受講者の気
づき（平均値）

80% 92%
仲間と共有し、つながり
を感じる。

受講者の気
づき（平均値）

80% 95%
学校とは違う学びの中
で、新しい発見があり楽
しく学べた

受講者の気
づき（平均値）

80% 65%
リモート講座は、自宅か
ら参加者も多く学習意
欲を感じる

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点

評点 コメント 評点

必 要 性
（平均値）

4.0
学社民の融合で地域活性化
を促す

必 要 性
（平均値）

コメント 評点 コメント 評点 コメント

3.8
意見交換が大切なママ友づくりに
は最適である

必 要 性
（平均値）

4.0
若年層の公民館参加のきっかけ
づくりになる

必 要 性
（平均値）

3.7
文化講座は人気があるので
公民館利用の促進になる

有 効 性
（平均値）

4.0
特色ある公民館づくり、公民館の
個性を地域で育てる

有 効 性
（平均値）

4.0
育児相談、情報共有できる充足感
がある。

有 効 性
（平均値）

4.0
異学校、異学年の交流が図れる 有 効 性

（平均値）
2.9

リピータ率も高い。シリーズ化
の要望もある。

効 率 性
（平均値）

4.0
まち歩きは、グループの垣根を越
えて積極的に交流を図れた

効 率 性
（平均値）

4.0
参加者同士で子育てサークルを
立ち上げることができる

効 率 性
（平均値）

4.0
500円以下の材料費で学べるので
親も参加させやすい

効 率 性
（平均値）

3.4
講演準備、講師交渉に心強い
企画委員がいる

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

地域活性「外国籍のまち歩き」は、公民館・学校・地
域を軸に取り組んだ初めての事業。企画時間が短
かった割には、順調に開催できた。来年度は、経験
を活かし開催に向けて早々に三者で検討を始める。
地域学「防災講座」の出席者の大半が高齢者。現役
世代の出席を確保したい。

コロナ禍で不特定多数の人流に戸惑いがあるが、体
験・参加型「土曜日版」と「子育てサロン」は、感染に
敏感な子育て家族に限定され参加しやすい環境が
ある。来年度も密にならないようコロナ対策を考慮し
ながら事業を進める。

キッズサイエンスで、モノづくりは男の子が多く、きら
きらしたものは女の子が多い。テーマで男女比率に
偏りがある。
コロナ禍でほんぽーとの座席が半減した影響で、公
民館の学習室が飛躍的に伸びた。
今後もコロナに限らずほんぽーとと連携して公民館
利用を促進させたい。

例年ほんぽーとを会場に開催した団塊世代「サイエ
ンスカフェ」は、感染の影響を懸念して会場を公民館
に変更した。存外、公民館の使い勝手のよいことと、
思いのほか駐車場も影響しないようなので来年度も
公民館で開催予定である。

館長
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3 5 10 3

＜コメント＞「外国籍のまち歩き」は学生がチラシ作
成、通訳兼ガイド。コミ協、ボランティアがまち歩きの
企画、当日運営の補助など協力に恵まれる。この事
業で公民館を受け入れる共感が生まれた。

＜コメント＞、中止になったゆりかご学級の代替え事
業で、母子一緒の学習。2時間の学習は困難なので
2時間2コマの事業を発案した職員に感心した。参加
者・講師・公民館もいずれもwinな関係。

＜コメント＞管内の小学校にはチラシを均等に配布
するが、学校別の参加状況を見ると偏りがある。学
校コーディネーターなどを通じて参加者の拡大を図
りたい。

＜コメント＞リモート講演を「サイエンスカフェ」で初め
て実施する。四苦八苦をして準備を進めて円滑にリ
モートが終わることに憂慮した。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止



重点名 中央公民館運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

5．現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習
機会の提供

0事業 （文化祭・中止）

１．作品展示、音楽芸能発表、文化講演会で日ごろの公民
館活動の成果を発表する

成果

目標値 結果 コメント 目標値 結果 コメント

サークル
結成数

サークル
結成数

- -

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80%
受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%
受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

評点 コメント

評点

評点 コメント

有 効 性
（平均値）

未実施 有 効 性
（平均値）

必 要 性
（平均値）

未実施 必 要 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

未実施 効 率 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

コロナ禍により文化祭を協議会と相談して中止にし
ました。

館長
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＜コメント＞ ＜コメント＞

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞
地域の絆、愛着を深めることに役立っている。これから
も地域コミュニティ活動の活性化に取り組んでいきた
い。

＜コメント＞
感染症対策で保育等の難しさはあるが、対面での、乳
児期、幼児期の家庭教育への支援は必要。今後も改
善しながら継続したい

＜コメント＞
様々な体験をとおして、他校、他学年と交流できる場で
あり、感染症対策を行ったうえで子どもの健全育成に
必要な事業

＜コメント＞
地域の人が講座を楽しみにしているのが伝わってくる。
予算がない中でも工夫をして継続して行きたい

10 14 3

Ｄ Ａ Ｂ Ｃ ＤＢ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ

館長
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ

「おもしろ関屋学」をはじめとして、地域の方の好評を得
ているため、感染症にまけないよう各講座に取り組ん
でいきたい。

自主活動グループが結成されても、時間の経過ととも
に活動が落ちてくるケースもみられ、その支援が課題

体験活動では、支援団体との連携が重要であり、今年
度の反省点を踏まえながら、より良い事業を展開して
いきたい。

ニーズの高い講座であることから、予算がない中でも
工夫しながら継続したい

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

ボランティアの発掘により、効
率な運営を図った

効 率 性
（平均値）

-
コロナ等による休止で評価しな
い

効 率 性
（平均値）

3
館内での活動でなかったことか
ら、中間的評価とする

効 率 性
（平均値）

4
市職員等の活用により効率性
に努めた

効 率 性
（平均値）

4

有 効 性
（平均値）

4
自分が属する学校の枠を超え、
他年代との交流を体験できた

有 効 性
（平均値）

-
コロナ等による休止で評価しな
い

有 効 性
（平均値）

4
地域連携、相互理解が深まり、
人材育成にも役立っている

有 効 性
（平均値）

4
自主活動グループの結成

4
例年、定員を超える申し込みが
あり、ニーズは高い4

子育てに必要な知識取得、情
報共有の場として再認識、

必 要 性
（平均値）

4
家庭や学校では経験できない
講座で、子どもの健全育成が
図れる

必 要 性
（平均値）

コメントコメント 評点 コメント 評点

評点

評点 コメント 評点

必 要 性
（平均値）

4
地域の実情を知り、その活性化
に不可欠な事業となっている。

必 要 性
（平均値）

地域と連携して自主
活動グループを支援
していきたい

その他成果
（品）及びそ
の活用等

公民館
利用者
以外の
委員参

加

市職員の視点とは異
なる考え方で講座を
開催できた

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

館外で
講演会
を企画

関係者の活動継続が
図られるとともに、次
年度の活動につなが
る取り組みとなった

その他成果
（品）及びそ
の活用等

自主活
動グ

ループ
の結成

コロナ等による休止で
アンケート未実施80% 98%

体験型の講座で高い
評価を頂いた

受講者の気
づき（平均値）

80% -
受講者の気
づき（平均値）

80% -
コロナ等による休止で
アンケート未実施

受講者の気
づき（平均値）

80% 80%
乳児期、幼児期とも目
標を達成できた

受講者の気
づき（平均値）

体験型の講座で高い
評価を頂いた

受講者の満
足度(平均値）

80% -
コロナ等による休止で
アンケート未実施80% 100%

乳児期、幼児期とも高
い評価を頂けた

受講者の満
足度(平均値）

80% 98%
受講者の満
足度(平均値）

80% -
コロナ等による休止で
アンケート未実施

受講者の満
足度(平均値）

多くの方から講座へ
の支援を頂けた

企画委員
希望者数

01
特になし 企画委員

希望者数
8

企画委員
希望者数

10
「おも知ろ関屋学」の企
画委員は館外で活動を
行った

企画委員
希望者数

サークル
結成数

- -1 1
サークル
結成数

- -
サークル
結成数

- -
サークル
結成数

結果 コメント目標値 結果 コメント 目標値

成果

目標値 結果 コメント 目標値 結果 コメント

地域住民、公民館利用団体、学校関係者の方などと連
携・協力して、それぞれの役割の中でできることを分担
して事業を行うことで、地域住民の交流促進と住み心
地のよい地域づくりに貢献する。

家庭教育の自主性を尊重しながら、学習の機会、情
報、交流の場を提供することで、家庭教育を支援する。

青少年の活動体験や、異年齢交流などにより、青少年
や子どもの健全育成を図る。

高齢者の交流促進を図るとともに、講座の実施により
生きがいづくりや社会参加を支援する。

４事業 地域振興２、児童育成１、子育て１ ３事業 家庭教育学級２、居場所１ １０事業 体験活動８、居場所２ １事業 高齢者事業１

令和２年度事業評価シート（関屋地区公民館） 総事業数（　27　） １．コミュニティ（4）　２．家庭教育(3）　３．青少年（10）　４．高齢者（1）　５．現代的課題（4）　６．その他（5）

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業 ２．家庭の教育力の向上を支援する事業 ３．青少年の生きる力を育む事業 ４．高齢者の学習や社会参加を支援する事業



重点名 中央公民館運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞
次年度は、感染症対策に配慮したうえで、活動協力
員、ボランティア等の力を借りて、講座を提供したい。

＜コメント＞

4

Ｃ ＤＡ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ

館長
評価

企画運営体制が硬直化している部分もあるため、その
修正を図りたい

コロナ等による休止で評価しな
い

効 率 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

効 率 性
（平均値）

-

必 要 性
（平均値）

4
様々な地域課題を多くの人に
理解してもらうために必要な事
業

必 要 性
（平均値）

評点

評点 コメント

有 効 性
（平均値）

-
コロナ等による休止で評価しな
い

有 効 性
（平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

評点 コメント

その他成果
（品）及びそ
の活用等

80%
受講者の気
づき（平均値）

80% -
コロナ等による休止で
アンケート未実施

受講者の気
づき（平均値）

80% -
コロナ等による休止で
アンケート未実施

受講者の満
足度(平均値）

80%
受講者の満
足度(平均値）

企画委員を中心に講
座の開催を議論した。

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

サークル
結成数

- -
サークル
結成数

コメント 目標値 結果 コメント

成果

目標値 結果

- -

14

４事業 世代間交流１、教養講座３

企画委員、地域住民とともに現代的課題を考えその
テーマに沿った講演会、学習会を開催することにより現
代的課題の解決を図る。

５．現代的課題を探り，解決を支援する事業



1 
 

令和３年度公民館の主な予算について 

（中央・鳥屋野・東地区・関屋分） 
（歳入） 

（単位 円） 
名称 本年度予算 前年度予算 

公民館使用料 

サークルなどの貸館によ

る使用料 

 

 

 

 9,064,000 

 

【内訳】 

中央   4,515,000            

鳥屋野  1,616,000       

東    1,552,000         

 関屋   1,381,000 

          

 

 9,134,000 

 

【内訳】 

中央   4,581,000           

鳥屋野  1,583,000       

東    1,572,000         

 関屋   1,398,000 

          

建物貸付料 

自動販売機設置業者から

の賃料 

274,000 320,000 

 

教育費雑入 

コピー機の利用料など 

467,000 875,000 

 

（歳出） 
（単位 円） 

名称 本年度予算 前年度予算 

地域コミュニティ 
活動活性化支援事業 

地域コミュニティ活動の

活性化を支援するため

に，コミュニティ協議会

等の地域団体と連携しな

がら，地域課題解決のた

めに必要な事業を実施す

るとともに，地域活動を

担う人材の育成を支援す

る。また，地域課題に取

り組む人材や団体のつな

ぎ役となるコミュニティ

コーディネーターの育成

講座を実施する。 
 

0 

 

263,000 

 

【内訳】 

中央   74,000 

鳥屋野   53,000 

東    44,000 

関屋   92,000 

 

資料４ 



2 
 

名称 本年度予算 前年度予算 

家庭教育振興事業 

子育て期の親等に子育て

に関する学習機会を提供

し，親同士の仲間づくり

を推進するために，出産

前から思春期までの家庭

教育学級を開催するとと

もに，子育てに関する情

報交換の場の設置など，

子育て支援事業を実施す

ることにより，家庭の教

育力向上を図る。 

3,224,000 

 

【内訳】 

中央   2,434,000 

鳥屋野  216,000 

東    322,000 

関屋    252,000 

3,491,000 

 

【内訳】 

中央   2,569,000 

鳥屋野  377,000 

東    306,000 

関屋    239,000 

 

公民館事業 

生涯学習社会にふさわ

しいひとづくり，地域づ

くりを目指し，市民の学

習活動を支援する。 
 

825,000 

 

【内訳】 

中央    262,000 

鳥屋野    165,000 

東    191,000 

関屋    207,000 

 

680,000 

 

【内訳】 

中央    213,000 

鳥屋野    182,000 

東    143,000 

関屋    142,000 

 

子ども体験活動・ボラン

ティア活動推進事業 

 土日や長期休業期間に

子どもたちに様々な野外

活動やものづくり等の体

験型事業を実施し、子ど

もたちの健全育成を図

る。 

174,000 

 

【内訳】 

中央     72,000 

鳥屋野    21,000 

東     18,000 

関屋     63,000 

271,000 

 

【内訳】 

中央    141,000 

鳥屋野    27,000 

東     39,000 

関屋     64,000 

施設の管理運営費 

 

公民館施設の修繕や清

掃・警備などの委託契約、

物品購入などに係る経

費。 

   

※中央公民館（クロスパ

ル）の維持管理費の大半

は、生涯学習センター予

算で別に賄っています。 

22,465,000 

 

【内訳】 

中央  1,551,000 

鳥屋野・東・関屋 

20,914,000 

 

 

23,623,000 

 

【内訳】 

中央  1,770,000 

鳥屋野・東・関屋 

21,853,000 

 

 

 



執行済み
額

実施月 参加者数
延参加者

数
1.市・区 2.社協

3.学校、
コーディ
ネーター

4.コミ協・
PTA等

5.活動協
力員

6.企画委
員・協議
会・団体・
ボランティ

ア

7.NPO・
民間等

主な連携先

1 1.中央公民館 白新中学校連携事業 地域に開かれた学校を目指し、学校
と地域との交流を促進する。

総合（参加
者を限定し

ない）
1 3 5～10月 午前 31,000 ○ 白新中学校共催

2 1.中央公民館 寄居中学校連携事業 寄居中学校と連携して地域住⺠の
交流を促進する事業を実施する

総合（参加
者を限定し

ない）
11～12月 0 ○ ○ 寄居中学校共催

3 1.中央公民館 市⺠寄席

公⺠館サークルや学⽣サークルが出
演する市⺠寄席を開催し、市⺠に楽
しんでもらうとともに、出演者に⽇頃の
練習の成果を披露する場を提供する

総合（参加
者を限定し

ない）
未定 30,000

4 1.中央公民館 みんなのふれあい広場 地域の情報交換・交流の場
総合（参加
者を限定し

ない）
1 22 4～3月 午後 12,000 4～7月 40 40 ○

5 1.中央公民館 クロスパルを楽しむ会

「クロスパルを楽しむ会」（中央公⺠
館利⽤者有志グループ）と共催で市
⺠⼿作りの講演会を企画・実施する
ことにより，中央公⺠館利⽤及び市
⺠交流を促進する。

中止 成人 1 6
5･7･9･
11･3月

午後 0 ○

6 1.中央公民館 自主グループ育成事業
定期利⽤団体と共催で、体験会を
実施することで会員募集をし、団体の
活性化を図る。

成人 1 随時
午前・午
後・夜間

○

7 2.鳥屋野地区公民館 健康寿命延伸学習会
コミュニティ協議会と連携し、地域課題解
決のために
必要な学習会を⾏う

成人 1 1 9月 午後 8,000 ○

8 2.鳥屋野地区公民館 公⺠館出前講座
出前講座を実施することにより、学校を身
近に感じる
きっかけとする

総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 5月 午前 8,000 5月 14 14 ○ ○

逆さ竹愛護の会
上山中学校区内小中学
校地域教育コーディネー
ター

9 2.鳥屋野地区公民館 ⾷の魅⼒再発⾒
新潟市の特産農産物の収穫体験と笹団
⼦づくりを通して、新潟の⾷の魅⼒を再発
⾒する

総合（参加
者を限定し

ない）
2 4 7・10月 午前・午後 31,000 ○ ○

黒鳥地域の農家の皆さ
ん、JA新潟みらい

10 2.鳥屋野地区公民館 上所夏まつり
上所夏まつりに出前で参加することで学・
舎・⺠で協⼒しながら⼦どもの健全育成を
図る

総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 8月 午後 0 ○ 上所小学校、PTA

11 3.東地区公民館 中学校出前事業 講座を通して地域住⺠と学校の交流
を図る

成人 1 未定 14,000 ,〇 〇

宮浦中学校
活動協力員
東地区公民館利用団体
（東公卓友会ほか）

12 3.東地区公民館 地域活性化支援事業 各世代の抱える問題やニーズを考え
る

成人 1 1 ７月 午後 7,000 ７月 57 57 ○ ○ ○ ○ ○

万代高校
沼垂小コミ協
NPOなじらね沼垂
活動協力員１名

13 3.東地区公民館 江東コミュニティ研修会
コミュニティ協議会と連携し、地域課
題の解決方法を探る

1 ○ ○
東出張所
江東コミュニティ協議会
連絡会

14 3.東地区公民館 長嶺世代間交流
地域における世代間交流を図り、地域
の絆を深める

1 1 ９月 ○ ○ ○
万代長嶺小学校
長嶺地域コミ協
とやの楽語会

15 3.東地区公民館 地域の茶の間たんぽぽ
地域の高齢者同士の交流を図り、地
域の絆を深める

1 ４～３月 ○ ○
長嶺地域コミ協
折り紙大好きグループ
シャイニングスターズ

16 4.関屋地区公民館 おも知ろ関屋学 住⺠自らの地域研究を通じてコミュニ
ティの再⽣を図る。

成人 1 8 5～1月 午後 37,000 5～7月 38 104 ○

令和3年度　事業計画・実施報告（７月末実績）

保育
居場所事

業

オンライン
活用の有

無

新規/中止
/代替

実施予定
月

回数開設数対象館名 事業名 事業の目的・主旨

実績 連携先

備　考当初予算額
（円）

時間帯基本施策 No.

1. 人づくり、地域づくりを
通した地域コミュニティ活
動の活性化への支援

資料5表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。



執行済み
額

実施月 参加者数
延参加者

数
1.市・区 2.社協

3.学校、
コーディ
ネーター

4.コミ協・
PTA等

5.活動協
力員

6.企画委
員・協議
会・団体・
ボランティ

ア

7.NPO・
民間等

主な連携先

令和3年度　事業計画・実施報告（７月末実績）

保育
居場所事

業

オンライン
活用の有

無

新規/中止
/代替

実施予定
月

回数開設数対象館名 事業名 事業の目的・主旨

実績 連携先

備　考当初予算額
（円）

時間帯基本施策 No.

資料5表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。

17 4.関屋地区公民館 森のコンサート 地域の中で⾳楽をとおして交流する。
総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 9月 午前 14,000 ○ ○ ○

念仏寺、利用団体、関屋
中学校

18 4.関屋地区公民館 お寺でゴーン
地域と連携し、⼦どもの社会性を養
う。（ご住職のお話、レクリエーション
など）

少年 未定 未定 ｆ 午後 14,000 ○ ○ ○ 念仏寺、浜浦小コミ協

19 4.関屋地区公民館 あかちゃんお誕⽣おめでとう
地域で安心して⼦育てできる環境と
若い世代が地域活動に参加できる環
境をつくる。

成人 1 2 5・10月 午前 10,000 5月 10 10 ○ ○ ○ 浜浦民児協

20 4.関屋地区公民館 世代間交流の集い 関屋中学校卓球クラブと利⽤団体と
の世代を超えた交流を図る。

中止
総合（参加
者を限定し

ない）
9月 11,000

21 4.関屋地区公民館
ランナーだらけの公民館
in関屋

ランニングを趣味としている市民の情
報交換の場を設け、コミュニティの形
成と成年層の利用促進を図る。

新規 成人 1 4 10月 夜間 0

1 1.中央公民館 プレママ学校（いのちの授業）
5年⽣の理科の単元である「⽣命の
誕⽣」の学習を深めるために助産師
から命の⼤切さについて学ぶ

成人 1 7,600 ○ ○ ○ 新潟小学校

2 1.中央公民館 プレママ学校（同窓会） 昨年度のプレママ学校受講者による、
同窓会を兼ねたオンライン講座

オンライン 成人 1 1 5月 午前 7,600 7,600 5月 4 4 ○ ○

3 1.中央公民館
プレママ学校（オンライン講
座）

妊娠中の親が安心して⼦育てができ
るように、学習機会を設けるとともに、
仲間づくりを進める
（オンライン1回含む）

オンライン 成人 1 3 9月、1月 午前 22,800 ○ ○

4 1.中央公民館
乳児期家庭教育学級（ゆりか
ご）２期

核家族・少⼦化などの現代社会にお
いて、孤⽴した⼦育てをしている親に
仲間づくりの機会を提供し、親として
必要な知識を学ぶ場とする。

保育 成人 1 5 6～7月 午前 145,000 119,255 6～７月 11 52 ○
中央地域保健福祉セン

ター

5 1.中央公民館
乳児期家庭教育学級（ぺんぎ
ん学級）

核家族・少⼦化などの現代社会にお
いて、孤⽴した⼦育てをしている親に
仲間づくりの機会を提供し、親として
必要な知識を学ぶ場とする。

新規 保育 成人 1 4 7～8月 午前 0 〇
中央地域保健福祉セン

ター

6 1.中央公民館
乳児期家庭教育学級（ゆりか
ご）４期

核家族・少⼦化などの現代社会にお
いて、孤⽴した⼦育てをしている親に
仲間づくりの機会を提供し、親として
必要な知識を学ぶ。

保育 成人 1 5 １～２月 午前 159,000 ○
中央地域保健福祉セン

ター

7 1.中央公民館
乳幼児期家庭教育学級休⽇
版

平⽇講座に参加できない幼児期の
⼦どもを持つ保護者を対象に、家庭
教育について学び合う機会を提供す
る

保育 成人 1 2 9月 午前 67,000 ○ ○

8 1.中央公民館
児童期家庭教育学級
（ペアレントプログラム）

児童期の保護者を対象にペアレント
プログラムの⼿法を使って⾏動から⼦
どもの関わり⽅を学ぶ

新規 成人 1 7 5～10月 午前 10,000 5～7月 6 29
新潟市発達障がい支援セ

ンター「JOINE」

9 1.中央公民館 父親学級
小学⽣期の児童の父親を対象に、家
庭教育について学び合う機会を提供
する

成人 1 8～10月 142,000 ○

10 1.中央公民館 パパサロン
乳幼児期の⼦どもを持つ父親を対象
に、家庭教育について学び合う機会を
提供する

新規 保育 成人 9～12月 59,000 ○ ○

2. 家庭における教育力向
上の支援

※全ページの続き

1. 人づくり、地域づくりを
通した地域コミュニティ活
動の活性化への支援



執行済み
額

実施月 参加者数
延参加者

数
1.市・区 2.社協

3.学校、
コーディ
ネーター

4.コミ協・
PTA等

5.活動協
力員

6.企画委
員・協議
会・団体・
ボランティ

ア

7.NPO・
民間等

主な連携先

令和3年度　事業計画・実施報告（７月末実績）

保育
居場所事

業

オンライン
活用の有

無

新規/中止
/代替

実施予定
月

回数開設数対象館名 事業名 事業の目的・主旨

実績 連携先

備　考当初予算額
（円）

時間帯基本施策 No.

資料5表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。

11 1.中央公民館 オンライン公⺠館
ＷＥＢ会議システム「zoom」を利⽤
して参加者と公⺠館をつなぎ、学びあ
う機会を提供する。

新規 オンライン 成人 未定 92,000

12 1.中央公民館
ひよこファミリーらんど
ひよこスタッフ研修会

⼦育て中の⽅を対象とした居場所づく
り。ボランティアスタッフに向けた研修も
開催する。

オンライン 居場所 保育
総合（参加
者を限定し

ない）
16 16 通年 午前 35,000 通年 174 174 ○

13 1.中央公民館 ⼦育て学習出前講座
就学時健診や入学説明会など保護
者が集まる機会を利⽤し、家庭教育
の⼤切さを学んでもらう

成人 通年 1,608,000 ○

14 1.中央公民館 保育者研修会
全市の保育者が⼦育ての環境と⼦
育て支援の現状を理解し、よりよい保
育室運営を図る機会とする

成人 1 1 2～3月 71,000

15 1.中央公民館 保育者交流会
安全で円滑な保育活動を⾏うため、
保育付き事業の内容確認と保育者
同⼠、保育者と職員の交流を図る

成人 1 1 ５月 午前 0 5月 13 13
鳥屋野地区公民館、関
屋地区公民館と合同
開催

16 2.鳥屋野地区公民館 乳児期家庭教育学級 乳児期の家庭教育について考える 一部
オンライン

成人 1 4 6～７月 午前 52,000 35,400 6～７月 18 47
4回のうち、２回をオ
ンラインで実施

17 2.鳥屋野地区公民館 幼児期家庭教育学級 幼児期の家庭教育について考える
総合（参加
者を限定し

ない）
1 3 10～11月 午前 72,000 ○

18 2.鳥屋野地区公民館
児童期　・　思春期家庭教育
学級

児童期（思春期）の家庭教育につて考
える

成人 1 ２月 午前 16,000

19 2.鳥屋野地区公民館 保育者交流会 よりよい保育室運営のための意見交
換の場として実施

成人 1 1 5月 午前 5月 13
中央公民館、関屋地区
公民館と共同で実施

20 2.鳥屋野地区公民館 ⼦育てサロン「ふらっと」 ⼦育て中の保護者の仲間づくりや情報交
換

総合（参加
者を限定し

ない）
1 22 通年 午前 0

21 2.鳥屋野地区公民館 ⼦育てサロンスタッフ研修会 ⼦育てサロンスタッフ対象の研修 成人 1 1 ３月 午前 0

22 3.東地区公民館 乳児期家庭教育学級

核家族・少⼦化などの現代社会にお
いて、孤⽴した⼦育てをしている親に
仲間づくりの機会を提供し、親として
乳児期の⼦育てに必要な知識を学ぶ
場とする

保育 成人 1 7 ５～６月 午前 141,000 ５～６月 10 67 ○ ○
東地域保健福祉センター
中央図書館

23 3.東地区公民館 幼児期家庭教育学級

核家族・少⼦化などの現代社会にお
いて、孤⽴した⼦育てをしている親に
仲間づくりの機会を提供し、親として
幼児期の⼦育てに必要な知識を学ぶ
場とする

保育 成人 1 10月 午前 79,000 ○ ○
活動協力員１名
企画委員１名

24 3.東地区公民館
幼児期家庭教育学級
(復帰・入園準備セミナー)

⼦育て中の親の社会復帰・社会進
出を支援する

新規 保育 成人 1 ２～３月 午前 48,000 ○ ○
活動協力員１名
企画委員１名

25 3.東地区公民館
幼児期家庭教育学級
土曜⽇版

親⼦遊びを通して親と⼦の関わり⽅を
考える

総合（参加
者を限定し

ない）
1 4 １２～３月 午前 37,000 ○ ○

活動協力員
子育てサポーター
学生ボランティア
新潟少年合唱団

26 3.東地区公民館 児童期家庭教育学習会 家庭の教育⼒向上を図るための小学
校出前講座（沼垂小学校）

成人 1 1 ９月 午後 13,000 ○ ○ 沼垂小学校PTA

※前ページの続き

2. 家庭における教育力向
上の支援
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資料5表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。

27 3.東地区公民館 保育者交流会
保育室の運営等、課題とその解決につ
いて考える

成人 1 1 5月 午前 0 5月 2 2

28 3.東地区公民館 ⼦育てサロン ⼦育ての情報交換と交流 居場所
総合（参加
者を限定し

ない）
1 46 ４～３月 午前・午後 4,000 244 ○ ○ ○ ○

子育てサポーター
絵本を楽しむ会
万代長嶺民児協
東地域保健福祉センター

29 4.関屋地区公民館 乳児期家庭教育学級 乳児期の家庭教育のあり⽅を考え
る。

保育 成人 1 5 ９～10月 午前 170,000 ○

30 4.関屋地区公民館 幼児期家庭教育学級 幼児期の家庭教育のあり⽅を考え
る。

保育 成人 1 4 6～7月 午前 70,000 6～7月 10 34 ○

31 4.関屋地区公民館 ⼦育てネットまつぼっくり ⼦育て交流や情報交換を⾏う。 居場所 成人 1 48 通年 午前 12,000
7月末で
17回

225 ○ ○

1 1.中央公民館 こども体験活動①

小学⽣を対象に家庭や学校ではでき
ない体験学習を⾏い、主体的に学ぶ
姿勢を養う。また、普段できないことを
やってみることで興味の幅を広げる機
会を提供する

少年 49,000

2 1.中央公民館 こども体験活動②

過去のユースセミナー受講者有志がこ
ども達の体験活動を企画し、運営す
ることで、多世代交流・学びの循環を
目指す

少年 23,000

3 1.中央公民館
こども体験活動②（企画会
議）

過去のユースセミナー受講者有志がこ
ども達の体験活動を企画し、運営す
ることで、多世代交流・学びの循環を
目指す

居場所 青年 5～7月 夜間 23,000 5～7月 6 11 ○
2019年ユースセミ
ナー受講者有志

4 1.中央公民館 学⽣連携事業

新しい公⺠館事業として、学⽣の視
点やアイディアを取り入れた事業を実
施するため、学⽣と一緒に事業の企
画・運営をする。

総合（参加
者を限定し

ない）
未定 30,000

5 1.中央公民館 ⼦どもの居場所づくり
⼦どもたちの精神的な自⽴や社会性
を育むことを目指し、⻘少年が安全か
つ安心して過ごせる居場所をつくる。

居場所 少年 通年 0 4～7月 0 0

6 2.鳥屋野地区公民館 ⼦ども野外体験 体験学習を通じた青少年の健全育成
総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 7月 夜間 16,000 7,600 7月 49 49 ○

7 2.鳥屋野地区公民館 ⼦ども体験事業 体験学習を通じた青少年の健全育成
総合（参加
者を限定し

ない）

長期休み期
間

0 ○

8 2.鳥屋野地区公民館 学習室開放事業
学習意欲のある中高生に自習室を提
供

居場所 少年 1 通年 午前・午後

9 2.鳥屋野地区公民館
子どもの居場所事業・小中高生
フリースペース

とやの～び「談話コーナー」の場の提
供

居場所 少年 1 通年 午後 ○ 上所民児協協力

10 3.東地区公民館

キッズサイエンス
「⻭ブラシカーを作って競争しよ
う︕」

児童の理科への興味・関心の低下が
叫ばれ、⽇常⽣活においても重要な
基礎的な科学的知識を持たない⼦ど
もが増えている。科学実験や工作教
室などを⾏うことで⼦どもの科学への
興味関心を喚起すると共に⼦どもの
創造⼒を育む

少年 1 1 ８月 午前 15,000 7月 18 18 〇 〇 〇
新潟大学工学部
活動協力員２名
企画委員２名

※前ページの続き

2. 家庭における教育力向
上の支援

3．青少年の生き抜く力を
育む機会の充実
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備　考当初予算額
（円）

時間帯基本施策 No.

資料5表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。

11 3.東地区公民館 キッズサイエンス

児童の理科への興味・関心の低下が
叫ばれ、⽇常⽣活においても重要な
基礎的な科学的知識を持たない⼦ど
もが増えている。科学実験や工作教
室などを⾏うことで⼦どもの科学への
興味関心を喚起すると共に⼦どもの
創造⼒を育む

少年 1 １２月

12 3.東地区公民館 キッズサイエンス

児童の理科への興味・関心の低下が
叫ばれ、⽇常⽣活においても重要な
基礎的な科学的知識を持たない⼦ど
もが増えている。科学実験や工作教
室などを⾏うことで⼦どもの科学への
興味関心を喚起すると共に⼦どもの
創造⼒を育む

少年 1 ３月

13 3.東地区公民館 わくわくキッズ 体験活動、異年齢交流、仲間作り 少年 1 1 ８月 午前 3,000 〇 〇
文化財センター
活動協力員２名

14 3.東地区公民館 小学校地域学習事業 学校と連携、自然や住環境、地域づ
くりを学ぶ

少年 1 １１月 8,000

15 3.東地区公民館
⻘少年の居場所づくり
 （ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ） 小・中・高⽣の居場所 居場所 少年 1 ４～３月 3,000 250 250 〇

宮浦中学校
東新潟中学校
万代高等学校

広報のために美術部
にポスター作成を依
頼。９月から管内の
小・中・高校に掲示予
定。

16 3.東地区公民館
⻘少年の居場所づくり
（学習室開放） 中・高⽣の学習室 居場所 少年 1 ４～３月 2,000 28 28 〇

宮浦中学校
東新潟中学校
万代高等学校

広報のために美術部
にポスター作成を依
頼。９月から管内の
小・中・高校に掲示予
定。

17 3.東地区公民館
⻘少年の居場所づくり
 （夏休みイベント） 小・中・高⽣の居場所 居場所 少年 1 1 8月 〇 〇

活動協力員２名
マジック同好会８名

18 3.東地区公民館
⻘少年の居場所づくり
 （冬休みイベント） 小・中・高⽣の居場所 居場所 少年 1 １２月

19 3.東地区公民館 お寺でゴ―ン 地域全体で取り組む⼦どもの健全育
成

少年 1 １０月 午後 31,000 ○ ○ ○

沼垂小学校区コミュニ
ティ協議会・活動協力員・
企画委員・国際外語観光
エアライン専門学校

20 3.東地区公民館
子どもプロジェクト
［文化政策課予算］

新潟市の未来を担う子ども達に、当市
独自の魅力である水と土の歴史・暮ら
し文化・食や農・伝統芸能・伝統工芸等
の歴史や文化の魅力を伝えつつ、併せ
て子ども達の創造性を育む

新規 少年 1 ６～１１月 午前・午後 ○ ○ ○

文化政策課
沼垂小学校
田中屋・念吉
大佐渡たむら

21 3.東地区公民館

ふれあいスクール共催事業
［地域教育推進課予算］
「つながろう人と、学ぼう生き方
を」

学社民の協働による小学校出前事業
の実施（沼垂小学校４学年）

少年 1 1 未定 午前 7月 64 64 ○ 沼垂小学校

22 3.東地区公民館
公民館利用団体活用事業
[地域教育推進課予算]
「手話教室」

学社民の協働による小学校出前事業
の実施（沼垂小学校4学年）

少年 1 1 未定 午後 7月 64 64 ○ 〇
沼垂小学校
手話サークルほほえみ会

23 4.関屋地区公民館 春休み子ども遊びの広場
春休みを利用して遊びの場を提供す
る

少年 1 5 4月 午後 0 4月 94

24 4.関屋地区公民館 わくわくランド 小学⽣が体験活動をとおして他校、
他学年との仲間づくりをする。

少年 1 5 ９～１月 午前 33,000 ○ ○ ○ 新潟大学、利用団体

※前ページの続き

3．青少年の生き抜く力を
育む機会の充実
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25 4.関屋地区公民館 将棋クラブ 小学⽣が将棋をとおして他校、他学
年との仲間づくりをする。

少年 1 月2回 9月～ 午前 6,000 ○ 利用団体

26 4.関屋地区公民館 夏休み⼦ども体験教室 ⼦どもたちに、ものづくりの楽しさを体
験できる場を提供する

少年 1 3 7～8月 午前 6,000 ～7月 57 ○

27 4.関屋地区公民館 冬の⼦どもお楽しみ広場 冬休み期間中に、体験活動・交流の
場を提供する。

少年 1 2 12月 午前 0 ○

28 4.関屋地区公民館 あそボウサイ 楽しみながら防災知識を身につける。
総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 11月 午前・午後 18,000 ○ ○ ○ 新潟大学、利用団体

29 4.関屋地区公民館 文字と書道に親しもう 文字の成り⽴ちや意味を学び書道に
親しむ

少年 1 2 8月 午前 11,000 新潟大学

30 4.関屋地区公民館 チャレンジゼミ 小学校と連携し、⼦どもたちに体験学
習を実施。

少年 1 1 1月 午前 6,000 ○ ○ 利用団体

31 4.関屋地区公民館 座・オアシス 小中高⽣の居場所づくり（フリース
ペース）

居場所 少年 1 29 通年
午前・午
後・夜間

1,000

32 4.関屋地区公民館 学習室開放事業 中高⽣の居場所づくり 居場所 少年 1 9 随時
午前・午
後・夜間

0

1 2.鳥屋野地区公民館 とやの⻑寿学級 高齢者の健康と⽣きがいをテーマに学習
機会を提供

高齢者 3 3 ７・９・３月 午後 8,000 ○
老人クラブ鳥屋野地区協

議会と共催

2 2.鳥屋野地区公民館 いきいきセミナー シニア世代がいきいきと⽣きていくための
きっかけ作り

高齢者 1 １～２月 29,000 ○ 活動協力員企画事業

3 3.東地区公民館 団塊世代対象事業 団塊世代男性の社会参加を考える 成人 1 １～２月 午後 91,000 〇 〇
活動協力員１名
企画委員４名

4 3.東地区公民館
グループ活性化事業
（サークル⾒学・体験会）

公⺠館利⽤団体による体験教室・⾒
学会

総合（参加
者を限定し

ない）
1 ４～３月 4,000 ○

東地区公民館利用団体
連絡協議会

5 3.東地区公民館 自主グループ育成事業 公⺠館利⽤グループの活動支援
総合（参加
者を限定し

ない）
1 ４～３月 ○

東地区公民館利用団体
連絡協議会

6 3.東地区公民館 ⼤人の文化講座 高齢者の⽣きがいづくり 成人 2 １１・3月 10,000 ○ 〇
坂井輪切り絵同好会
活動協力員１名

7 4.関屋地区公民館
測って笑って免疫力アップ

健康測定に参加し、落語を楽しむ 新規
総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 4月 午前 0 4月 25 25

8 4.関屋地区公民館 ほがらか学級
健康で幸せなシニアライフを送るため
に必要な知識、情報を楽しく学び、身
につけてもらう。

高齢者 1 2 11月 午前 0

4．高齢者の学習支援や社
会参加の促進

※前ページの続き

3．青少年の生き抜く力を
育む機会の充実



執行済み
額

実施月 参加者数
延参加者

数
1.市・区 2.社協

3.学校、
コーディ
ネーター

4.コミ協・
PTA等

5.活動協
力員

6.企画委
員・協議
会・団体・
ボランティ

ア

7.NPO・
民間等

主な連携先

令和3年度　事業計画・実施報告（７月末実績）

保育
居場所事

業

オンライン
活用の有

無

新規/中止
/代替

実施予定
月

回数開設数対象館名 事業名 事業の目的・主旨

実績 連携先

備　考当初予算額
（円）

時間帯基本施策 No.

資料5表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。

1 1.中央公民館 文化祭
中央公⺠館を定期的に利⽤して学
習する団体の学習成果発表及び団
体相互の交流を図る。

総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 １０月 午前・午後 5,000 ○ ○ ○

使用団体連絡協議会、利
用団体、生涯学習セン

ター、新潟市国際交流協
会、礎コミ協

中央公民館文化祭実
行委員会

2 1.中央公民館
湊地区コミュニティ活性化支援
事業

地域コミュニティ活動活性化支援の一
環とする。超高齢化社会となっている
地域の実情を考慮し、地域の課題解
決のための講座を開催する。

成人 1 1 3月 午後 11,000 ○ 湊地区コミ協共催

3 1.中央公民館
コロナに負けない︕ピンチをチャ
ンスに変える趣味講座

自宅で過ごす時間が増えた今だからこ
そできる趣味の幅を広げるための機会
を提供する。コロナ終息後の公⺠館
利⽤につなげる。

成人 未定 16,000

4 1.中央公民館 高齢者課題解決事業 高齢者が抱える課題を解決する 新規 高齢者 １０～11月 午前 41,000 ○

5 1.中央公民館 若者向け事業

20代30代対象の事業を実施するこ
とで、若者が公⺠館や⽣涯教育と出
会うきっかけづくりや交流・学びの場を
提供する

青年 未定 27,000

6 1.中央公民館 公⺠館「よのなか科」 地域課題や世の中の気になること知り
たいことを幅広く学び地域交流を図る

新規 成人 未定 22,000 ○

7 2.鳥屋野地区公民館 「とやの地域学」講座
地域の歴史や昔の人々の暮らしぶり、⽣
活文化など
さまざまな⾓度から地域について学ぶ

総合（参加
者を限定し

ない）
1 3 9～10月 午後 23,000 ○

8 2.鳥屋野地区公民館 とやの映画館
名作映画の上映を通じて、⽣涯学習の
間⼝を広げるとともに住⺠のニーズに応え
る

総合（参加
者を限定し

ない）
4 4

５・８・１１・
２月

午後 0 ○

9 2.鳥屋野地区公民館 鳥屋野潟の自然を楽しむ
新潟市の宝である、市街地に隣接し、豊
かな自然が残る鳥屋野潟の⽣物について
学ぶ

総合（参加
者を限定し

ない）
2 2 6・9月 午前・夜間 16,000 ○

10 2.鳥屋野地区公民館
世代ごとに考える⽣活設計
（マネープラン）

各世代の⽣活設計に合わせたマネープラ
ンについて考える

新規・中止 成人 1 3 ５～６月 午後 0

11 2.鳥屋野地区公民館 とやのレコードこんさーと 参加者の⾳楽や芸能への関心を広げ，
⽣涯学習への間⼝を広げる。

総合（参加
者を限定し

ない）
2 2 6・10月 午後 0

12 2.鳥屋野地区公民館 ウォーキング塾
⽣活習慣病の予防にも役⽴つウォーキン
グを⾏うために、正しい歩き⽅を知り実際
に鳥屋野潟公園を歩く。

新規 成人 1 2 10月 午前 0 ○

13 2.鳥屋野地区公民館 文化祭
美術文芸・音楽芸能・交歓の広場・お
茶席など各サークルの発表の場

中止
総合（参加
者を限定し

ない）
1 10月 午前・午後 ○

利用団体連絡協議会と共
催

14 3.東地区公民館 地域学振興事業 地域の歴史・文化を学ぶ 成人 1 1 11月 18,000

15 3.東地区公民館 文化祭 作品展示、⾳楽芸能発表、文化講
演会

中止
総合（参加
者を限定し

ない）
1 １０～１１月 3,000 ○ ○

東地区公民館利用団体
連絡協議会

新型コロナウイルス感
染拡大防止を考慮し
中止

16 4.関屋地区公民館 囲碁入門教室 小学⽣から⼤人まで、囲碁をとおして
交流する。

総合（参加
者を限定し

ない）
1 18 5月～3月 午前 5,000 5月～7月 16 74 ○ 利用団体

5．現代的・社会的課題を探
り、問題解決を促す学習機

会の提供



執行済み
額

実施月 参加者数
延参加者

数
1.市・区 2.社協

3.学校、
コーディ
ネーター

4.コミ協・
PTA等

5.活動協
力員

6.企画委
員・協議
会・団体・
ボランティ

ア

7.NPO・
民間等

主な連携先

令和3年度　事業計画・実施報告（７月末実績）

保育
居場所事

業

オンライン
活用の有

無

新規/中止
/代替

実施予定
月

回数開設数対象館名 事業名 事業の目的・主旨

実績 連携先

備　考当初予算額
（円）

時間帯基本施策 No.

資料5表中の■グレーに着⾊された⾏は中⽌となった事業。

17 4.関屋地区公民館 関屋モーニングサロン 地域住⺠主体事業の開催と企画委
員の育成。

成人 未定 未定 未定 午前 45,000 ○ 企画委員

18 4.関屋地区公民館 大学健康公開講座
健康について学び、考える機会を提供
する。

総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 10月 午後 0

19 4.関屋地区公民館 防災教室
防災知識を身に着け、地域の防災力
向上を図る。

総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 11月 午後 0

1 1.中央公民館 公⺠館職員研修 公⺠館職員として必要な知識や技術
を学ぶ

成人 随時 37,000

2 2.鳥屋野地区公民館 自主グループ育成・支援事業 自主グループの育成・活動支援
総合（参加
者を限定し

ない）
1 2 随時

3 4.関屋地区公民館 春の金鉢山まつり
ミニギャラリー・能発表等で館の利用
促進を図る。

新規
総合（参加
者を限定し

ない）
1 1 4月 午前 0 4月 89 89 ○ 利用団体

4 4.関屋地区公民館 初級登山教室
安全で楽しい登山のための知識・技
術を習得する。講師︓ゆきみ山の会
（利⽤団体）

成人 1 6 9～10月 夜間 8,000

5 4.関屋地区公民館 活動協⼒員との協働事業
新潟⼤学・岡村教授の⼒を借りて、
協働で地域に関わる歴史・文化に係
る事業を実施する。

総合（参加
者を限定し

ない）
1 2 10月 午前・午後 21,000 ○ ○ 新潟大学

6 4.関屋地区公民館 文化祭
公⺠館利⽤団体による作品展示や
⾳楽芸能発表、各種体験教室を⾏
う

総合（参加
者を限定し

ない）
1 3 10月 午前・午後 24,000 ○ 利用団体

7 4.関屋地区公民館 サークル活動体験会
利用団体の体験会を開催し、新規会員
の獲得と活性化を図る。

成人 1 2 9・11月
午前・午
後・夜間

0

6．その他

※前ページの続き

5．現代的・社会的課題を探
り、問題解決を促す学習機
会の提供



中央区内公⺠館 R3年度事業計画および事業実施状況（7⽉末現在）

1 2 3 4 5 6 合計
計画事業数 21 31 32 8 19 7 118
実施事業数（7月末現在・実施中含） 5 11 10 1 1 1 29
中止事業数 2 0 0 0 3 0 5
中止事業の代替事業実施数 0 0 0 0 0 0 0
新規事業実施数 1 5 1 1 3 1 12
オンラインを活用した講座実施数 0 5 0 0 0 0 5
居場所事業実施数 0 3 10 0 0 0 13

実施状況＼基本施策
1. ⼈づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動の活性化への⽀援，2. 家庭における教育⼒向上の⽀援，3．⻘少年の⽣き抜く⼒を育
む機会の充実，4．高齢者の学習⽀援や社会参加の促進，5．現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供，6．その他


